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は じ め に

　文化財調査事務所は大阪府教育委員会文化財保護課の分室として平成９年に開設さ

れて以降、開発事業に対する行政的な調整業務、埋蔵文化財の調査と保護、出土資料

の整理・報告・資料の貸し出しなどの活用業務、そして収蔵までを組織的に行う埋蔵

文化財センターとしての業務を実施して参りました。

　文化財の中でも埋蔵文化財は、新聞やテレビなどの媒体で取り上げられる機会が多

く、これら文化財の活用について議論されることはもはや日常となっております。

　文化財を有意義に活用していくためには、発掘調査の実施はもちろんのこと、発掘

調査成果に対する絶えざる検討の積み重ねが必要です。成果の速やかな公開によって

文化財の意義が一般に周知され、地域の歴史像の構築にも寄与することとなります。

　文化財保護課としましては、今後も当調査事務所を拠点に、より広範な分野につい

て調査を進め、文化財の保存活用に邁進する所存であります。

　最後に、文化財保護行政の推進にご協力いただいた皆様方に感謝申し上げるととも

に、今後とも関係者はじめ府民の皆様の暖かいご支援をお願い申し上げます。

　

　　平成27年10月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府教育委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護課長　星 住 哲 二



例　　言

１．本書は大阪府教育委員会事務局文化財調査事務所年報第19冊である。

２．本書には本府教育委員会が実施した平成26年度の発掘調査報告及び公開活動等の記録
　を記載している。

３．埋蔵文化財調査の主要なものについては、その概要報告を掲載した。各概要報告の表
　題に示す数字列及び番号は以下の内容を示している。
　　なお、概要報告表題の調査番号は表３の調査番号に一致する。
　　　遺跡名（平成26年度調査番号）

　　（１）所在地
　　（２）調査の原因となった事業
　　（３）調査担当者

４．各項の執筆分担
　・「平成26年度における埋蔵文化財調査の概況」　　　　　　調査事業グループ
　・「主要発掘調査の概要報告」　　　　　　　　　　　　　　文化財企画グループ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査事業グループ
　・「資料紹介」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査管理グループ他
　・「事業報告」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査管理グループ
　・「平成26年度検討会および資料」　　　　　　　　　　　　調査管理グループ
　・「平成26年度大阪府教育委員会文化財保護課刊行物一覧」　調査管理グループ
　・「平成26年度資料貸出・掲載・閲覧事業一覧」　　　　　　調査管理グループ
　・「平成26年度文化財保護課・文化財調査事務所組織図」　　調査管理グループ

５．本書の編集は、調査管理グループが行った。

６．本書は500部作成し、一部当たりの単価は315円である。
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表 1　原因別調査面積・件数一覧

表 2　地域別調査面積・件数一覧 ＊面積は㎡である

＊面積は㎡である

平成26年度における埋蔵文化財調査の概況

調査件数と面積
　大阪府教育委員会が平成26 年度に実施した調査
件数は、発掘調査が８件、確認調査８件、立会調査
28 件、試掘調査１件の合計45 件であった。
　なお、調査面積の算出が困難な立会調査を除くと、
発掘調査と試掘調査及び確認調査の調査面積を合計
すると9,440㎡である。
　平成26年度に実施した埋蔵文化財調査の特徴と
しては、前年度に比較して調査件数と面積が共に減
少している点があげられる。調査件数は平成25年
度比約70％であり、調査面積は平成25年度比約
65％と大幅な減少となった。
　調査件数は年度により多寡があるが、調査面積に
ついては、平成17年度以降徐々に減少していく傾
向にある（平成25年度は大規模な調査があり一旦
面積は増加した）。平成26年度はついに一万㎡を割
り込むことになった。
　原因別では、表１に示したとおり、前年度まで発
掘調査の主要な部分を構成していた道路事業が急激
に減少している。また、現在実施している農業基盤
整備に伴う発掘調査が、平成26年で終了すること
もあり、農林事業についても大幅に減少している。
住宅事業については、平成26年度には増加したが、
規模の大きい建替事業が一件あったからで、それを
除くと減少傾向に変わりはない。
　一方、表２に示した地域別調査面積を見ると、泉
南地域と泉北地域では、平成26年度は立会のみで

17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度

面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数

住　 宅 15,453 7 14,730 15 11,169 10 488 8 1,799 9 6,454 14 6,227 12 124 9 727 10 1,800 5

農　 林 9,068 9 1,970 4 1,564 5 672 3 587 4 1,754 4 1,254 3 1,741 3 1,995 4 959 4

道　 路 12,712 33 7,468 22 11,422 24 10,468 17 5,629 21 4,968 27 5,255 20 6,404 25 6,988 22 2,138 8

下　 水 8,174 9 2,181 5 180 3 7,787 5 6,417 8 1,011 16 1,650 9 16 1 8 1 0 1 

河　 川 9,063 2 3,883 2 204 2 10 2 0 1 36 4 0 1 48 1 0 0 0 2

学　 校 809 7 24 8 12 1 140 1 361 5 0 1 318 2 78 3 760 4 10 2

その他 2,793 12 1,269 12 2,788 15 298 9 3,189 16 563 30 888 33 2,120 43 4,155 23 4,535 23

合　計 58,072 79 31,525 68 27,339 60 19,863 45 17,982 64 14,786 96 15,592 80 10,531 85 14,633 64 9,442 45

17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度

面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件数

大阪市 245 2 120 4 0 0 96 2 30 2 85 4 3,209 10 98 3 414 5 2,621 3

泉 　南 1,417 13 4,794 8 4,069 8 438 5 2,100 6 1,534 6 449 6 81 8 865 4 0 4

泉 　北 7,357 13 465 7 6,519 8 6,857 10 3,822 7 4,444 9 1,552 7 1,166 6 1,139 5 0 2

南河内 16,433 15 4,942 10 6,534 9 9,660 11 7,945 10 2,620 12 1,691 9 3,985 14 7,367 11 1,742 9

中河内 50 11 1,225 16 2,104 11 322 3 190 14 1,212 28 2,224 13 1,091 21 686 18 317 9

北河内 20,923 15 13,252 10 4,940 10 1,995 9 3,619 13 3,616 21 2,086 12 1,391 9 116 5 559 5

三 　島 11,287 8 6,677 12 2,969 10 495 5 89 6 1,205 11 2,336 20 2,673 22 712 15 867 10

豊　 能 360 2 50 1 204 4 0 0 187 6 70 5 2,045 3 46 2 3,334 1 3,336 3

合　計 58,072 79 31,525 68 27,339 60 19,863 45 17,982 64 14,786 96 15,592 80 10,531 85 14,633 64 9,442 45

年度

年度

原因

地域

調査面積がゼロという結果となった。これまで大阪
市内や豊能地域では調査面積がゼロということは
あったが、泉南、泉北地域では平成９年の本調査事
務所開設以来初めてのことである。このことは、泉
南、泉北地域における開発が一段落を迎えたことを
示すものかもしれない。その他、南河内地域でも面
積は大幅に減少している。
　大阪市、北河内、三島、豊能地域では面積が増加
しているが、大阪市及び豊能地域は単発的な事業に
よるものである。北河内、三島地域では道路の確認
調査による面積の増加であり、いずれも遺構・遺物
が確認されたため、来年度以降の発掘調査が期待さ
れる。

主な調査成果
　平成26年度の調査成果については、６頁以降に
主な13遺跡の内容を記載しており、ここでは、平
成26年度調査成果について、時代ごとの概略を紹
介したい。

縄紋時代
　縄文時代では、河内長野市鳩原東端遺跡において、
後期の落し穴と思われる土坑や小穴を検出している。
遺物は中期から後期の縄紋土器が大半であるが、早
期の押型文土器も出土している。また、石器も多く
出土しており、前期と思われる抉りの深い小形の石
鏃や石匙、石錐、削器などが出土している。
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弥生時代
　弥生時代では、富田林市喜志遺跡の立会調査を実
施した。調査地は喜志遺跡のほぼ中心部にあたり、
今回の調査地の北側を昭和62年度に調査した際に
は、弥生時代中期後半の竪穴住居跡や土坑、溝など
がほぼ全面から発見され、多量の弥生土器、サヌカ
イト製の石器や剥片が出土している。
　本府教育委員会では、当初発掘調査を実施するこ
とで、府富田林土木事務所と協議を行っていた。し
かしながら、交通量の多い旧国道170号での工事の
ため、道路規制などの制約が多く、また、既往の調
査成果から遺構・遺物が多量に発見されることは明
白であることから、発掘調査と工事工程の調整がつ
かなかった。
　富田林土木事務所では工法を検討した結果、工事
における掘削を現耕作土のみとする、極力遺構面を
痛めない工法に変更したため、工事の際に立会調査
を実施することとなったのであるが、喜志遺跡の中
心部ということもあり、多量の遺物の採取となった
のである。

古墳時代
　古墳時代の調査成果としては、大阪市長原遺跡で
方墳を検出している。長原遺跡からは、大小200基

を越える古墳が発見されており、大阪市教育委員会
と協議した結果、長原220号墳と命名された。
　寝屋川市上垣内遺跡から、カマドを持つ竪穴住居
跡２棟、掘立柱建物跡などを検出した。また、上垣
内遺跡の確認調査区では、古墳の周溝と思われる溝
も検出している。
　八尾市久宝寺遺跡では、古墳時代の水田畦畔を検
出している。
　豊中市桜塚古墳群からは、古墳時代前期の儀仗や
矢柄と思われる漆塗りの有機物が出土している。

古代
　松原市大和川今池遺跡において、平安時代前半の
ほぼ南北を主軸とする南北２間東西３間の掘立柱建
物跡を検出しており、６棟ほど復元できる可能性が
ある。この他、井戸、溝、耕作地を検出した。
　鳩原東端遺跡では、平安時代の瓦片と完形の黒色
土器が出土している。調査地の西約1.5㎞には観心
寺があることから、調査地付近に観心寺の子院が存
在していたことが推定される。

中世
　上垣内遺跡で耕作溝を検出ている。
　鳩原東端遺跡で、耕作溝や小穴を検出している。

グラフ１　原因別調査面積

グラフ３　地域別調査面積

グラフ２　原因別調査件数

グラフ４　地域別調査件数
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表３　平成26年度調査箇所一覧（１） ＊太字は本書に概要報告が記載されているもの

　吹田市高城遺跡では、配水管布設工事の立会調査
にもかかわらず、瓦器、土師器等が出土し、断面か
ら遺構の存在も確認できた。

近世
　大阪市天満蔵屋敷跡は、江戸時代に津軽弘前藩の
蔵屋敷が設けられていた地に当たる。警察署建設時
の削平を受けていたが、蔵屋敷に関連する遺構や遺
物を発見することができた。

確認調査等
　茨木市西福井遺跡では、６カ所の調査区を設定し、
調査を実施した。中世、古墳時代、弥生時代の包含
層及び中世、古墳時代の遺構面を確認した。
　羽曳野市尺度遺跡の確認調査では、古墳時代の大
溝、溝、掘立柱建物跡の柱穴を検出した。
　泉佐野市安松田遺跡からは、発掘調査時に重源に
よる東大寺再建時に用いられた可能性のある瓦が出

土し、素材となる粘土を採取した土坑や焼成窯壁体
も発見していた。
　安松田遺跡隣接地は、安松田遺跡の南東側にあた
り、府営住宅の解体時に立会調査を実施した。瓦窯
の確認を目的としていたが、瓦窯を確認することは
できなかった。

発掘調査現場の公開と遺物整理事業
　発掘調査現場の公開は、鳩原東端遺跡で実施した。
また、平成25年度に調査を実施した狭山藩陣屋跡
は、道路際の調査ということでスペースがとれず現
地公開はできなかった。陣屋があった大阪狭山市教
育委員会、狭山藩の領地があった河内長野市教育委
員会と共催で、大阪府立狭山池博物館及び河内長野
市立ふるさと歴史学習館で展示会を開催した。
　また、文化財保護課のホームページでも発掘調査
成果を公表している。
　遺物整理事業は、14件実施し、調査報告書６冊
と調査概要報告書２冊を刊行している。
� （竹原　伸次）

調査番号 遺跡名 所在地 種別 調査開始 調査終了 調査面積 担当者 事業者 事業名

14001 桜塚古墳群 豊中市南桜塚三丁目 発掘 平成25年11月1日 平成26年9月3日 3,334 岡田
府警本部
施設課

豊中警察署改築

14002 長原遺跡
大阪市平野区長吉川辺三丁
目

発掘 平成26年1月6日 平成26年6月30日 346 松岡
大阪広域水道企業
団東部水道事業所

バイパス送水管整備事業
長吉立杭築造工事

14003
加治 ・ 神前 ・ 畠
中遺跡

貝塚市畠中一丁目 立会 平成26年4月8日 平成26年4月9日 － 竹原
教育委員会
施設財務課

大阪府立貝塚高等学校旧音楽室解体

14004 坊領遺跡 交野市藤が尾一丁目 立会 平成26年4月10日 平成26年4月10日 － 小林 下水道室事業課
枚方交野幹線 （第四工区）
下水管渠築造工事

14005 川尻遺跡 豊能町川尻332-16 確認 平成26年5月8日 平成26年7月1日 1.5 小林
交通道路室
道路環境課

一般国道423号歩道設置

14006
高井田横穴群
平尾山古墳群

柏原市大字高井田809-1 確認 平成26年5月29日 平成26年6月2日 35 大楽
福祉部子ども室
家庭支援課

修徳学園 （児童自立支援施設）
環境改善事業

14007 鳩原東端遺跡 河内長野市鳩原 確認 平成26年6月1日 平成26年6月30日 100 
山田
広瀬

農政室整備課
府営農林振興総合整備事業 「河内長
野和泉地区」

14008 芹生谷遺跡 河南町芹生谷 発掘 平成26年12月1日 平成27年1月30日 430 西川
交通道路室
道路整備課

一般国道309号 河南赤坂バイパス道
路整備事業

14009 上垣内遺跡等 寝屋川市明和二丁目
確認
試掘

平成26年7月1日 平成26年11月11日 549 
小林
岩瀬

交通道路室
道路整備課

主要地方道枚方富田林泉佐野線 （都
市計画道路梅ヶ丘高柳線）

14010 桜井御所跡 島本町桜井台184
確認
調査

平成26年6月12日 平成26年9月3日 10 大楽
教育委員会
施設財務課

府立島本高等学校
耐震改修その他工事

14011 百済寺遺跡 枚方市中宮西之町
立会
確認

平成26年6月25日 平成26年9月9日 10 大楽
交通道路室
道路環境課

府道枚方茨木線
交通安全施設等整備工事

14012 木の本遺跡
八尾市空港一丁目
81-4、 209-1、 209-7

立会 平成26年7月8日 平成26年7月8日 2 井西
健康医療部
医療対策課

フェンスの基礎掘削

14013 鳩原東端遺跡 河内長野市鳩原 発掘 平成26年7月1日 平成26年10月9日 859 
山田
広瀬

農政室整備課
府営農林振興総合整備事業 「河内長
野和泉地区」

14014 久宝寺遺跡
八尾市西久宝寺
東大阪市大蓮南

発掘 平成26年9月1日 平成26年11月30日 280 岡田
都市計画室
公園課

久宝寺緑地整備事業

14015 川北遺跡 藤井寺市川北一丁目 確認 平成26年9月8日 平成26年9月8日 39 杉本
大阪広域水道企業
団東部水道事業所

送水管布設工事
（藤井寺長吉バイパス送水管　藤井寺
市ほか）

14016 西鳥取遺跡 阪南市鳥取 立会 平成26年8月27日 平成26年8月29日 － 橋本
府警本部
施設課

鳥取ノ庄交番建替工事

14017
安松田遺跡隣接
地

泉佐野市新安松三丁目 立会 平成26年7月11日 平成26年10月17日 － 竹原
公共建築室
住宅建設課

府営羽倉崎住宅
中層耐火住宅撤去
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調査番号 遺跡名 所在地 種別 調査開始 調査終了 調査面積 担当者 事業者 事業名

14018 遺跡外 堺市北区金岡町 立会 平成26年8月18日 平成26年9月11日 － 西川
住宅経営室
施設保全課

府営堺白鷺東住宅
耐震改修事業

14019 総持寺遺跡 茨木市三島丘一丁目 立会 平成26年10月10日 平成26年10月10日 － 大楽
住宅経営室
施設保全課

資産活用事業

14020 瓜破北遺跡 大阪市平野区瓜破二丁目 発掘 平成26年10月14日 平成27年3月13日 1,800 井西
住宅経営室
住宅整備課

府営瓜破二丁目住宅建替工事

14021 西福井遺跡 茨木市東福井二丁目他 確認 平成26年10月20日 平成26年10月22日 857 岩瀬
交通道路室
道路整備課

府道余野茨木線道路整備

14022 暗峠奈良街道 東大阪市松原一丁目 立会 平成26年10月27日 平成26年10月27日 － 大楽
交通道路室
道路整備課

一般府道大阪枚岡奈良線
交差点改良工事

14023 萱振遺跡 八尾市緑ヶ丘一丁目 立会 平成26年11月4日 平成26年11月4日 － 宮野
大阪広域水道企業
団東部水道事業所

地下埋設物調査工事

14024 遺跡外 羽曳野市誉田四丁目 立会 平成26年11月12日 平成26年11月13日 － 竹原
府警本部
施設課

羽曳野警察署
非常用発電設備改修工事

14025 淀川河床遺跡 枚方市西牧野 立会 平成26年12月10日 平成27年1月29日 － 岡田
国土交通省
近畿地方整備局
淀川河川事務所

穂谷川災害復旧等工事

14026 鳩原西端遺跡 河内長野市鳩原 立会 平成26年12月16日 平成26年12月16日 － 竹原
農政室
整備課

府営農林振興総合整備事業

14027 吹田操車場遺跡 吹田市芝田町 立会 平成26年7月30日 平成26年7月30日 － 枡本
鉄道運輸機構国鉄
清算事業団

吹田信号場基盤整備に伴う墓地撤去
工事

14028 明和池遺跡 摂津市千里丘七丁目 立会 平成26年9月8日 平成26年9月8日 － 岡本 UR都市機構
土地区画事業に伴う
水路改修工事

14029 吹田操車場遺跡 吹田市芝田町 立会 平成26年11月13日 平成26年11月13日 － 岡本 UR都市機構
土地区画事業に伴う
水路改修工事

14030 神於寺跡 岸和田市神於町 立会 平成26年11月7日 平成26年11月7日 － 竹原
危機管理室
災害対策課

大阪府防災行政無線再整備事業

14031 大和川今池遺跡
松原市天美我堂五丁目、 六
丁目

発掘 平成27年2月1日 平成27年3月31日 290 
林

山田
交通道路室
道路整備課

都市計画道路
堺港大堀線整備事業

14032 高城遺跡 吹田市高城町 立会 平成27年2月2日 平成27年3月3日 － 岡田
大阪広域水道企業
団北部水道事業所

豊中正雀連結管
吹田市配水管布設工事

14033 池島福万寺遺跡 東大阪市池島四丁目 立会 平成26年12月10日 平成27年1月28日 － 大楽
都市整備部寝屋川
水系改修工営所

寝屋川水系改良事業

14034 信太千塚古墳群 和泉市伯太町 立会 平成27年2月12日 平成27年2月12日 － 竹原 陸上自衛隊 門扉新設

14035 山ノ井遺跡 柏原市法善寺四丁目 立会 平成27年2月12日 平成27年2月12日 － 岡田 都市整備部公園課 久宝寺緑地整備事業

14036
玉手山 ・ 円明遺
跡

柏原市円明町 立会 平成27年3月2日 平成27年3月6日 － 大楽
大阪広域水道企業
団南部水道事業所

送水管布設工事 （河南連絡管 ・ 柏原
ルート） ２工区

14037
住吉宮の前遺跡
宮の前西遺跡

池田市空港二丁目２ 立会 平成27年2月24日 平成27年2月24日 － 岡田
国土交通省大阪航
空局

地下埋設物調査

14038 喜志遺跡 富田林市喜志町四丁目 立会 平成27年2月20日 平成27年2月23日 － 西川
交通道路室
道路整備課

一般国道旧170号
歩道設置

14039 植附遺跡 東大阪市西石切町一丁目 立会 平成27年3月2日 平成27年3月4日 － 岩瀬
大阪府水道広域企
業団東部水道事業
所

配水管線休止管管内の充填工事

14040 八雲遺跡 守口市八雲北町二丁目 立会 平成27年2月24日 平成27年2月24日 － 大楽
住宅経営室
施設保全課

府営住宅用地活用推進事業

14041 吹田操車場遺跡 吹田市天道町 ・ 芝田町 立会 平成27年2月24日 平成27年2月24日 － 岡本 UR都市機構
吹田操車場跡地土地区画整理事業に
伴う水路撤去

14042 尺度遺跡 羽曳野市蔵之内 確認 平成27年3月2日 平成27年3月12日 24 
広瀬
西口

環境農林水産部
動物愛護畜産課

動物愛護管理センター （仮称）
整備事業

14043
中ノ坪遺跡 ・ 目
俵遺跡隣接地

吹田市吹東町 ・ 幸町 立会 平成27年3月10日 平成27年3月25日 － 岡田
大阪広域水道企業
団北部水道事業所

配水管布設工事
豊中正雀連絡管 ・ 吹田市

14044 芥川山城跡 高槻市大字原4038 立会 平成27年2月27日 平成27年2月27日 － 岡田 農政室整備課 木製階段工及び丸太留工

14045 天満蔵屋敷跡 大阪市北区西天満一丁目 発掘 平成26年8月1日 平成26年9月30日 475 岡本
府警本部
施設課

天満警察署建替工事

表３　平成26年度調査箇所一覧（２）
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図１　主要調査位置図
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はじめに
　桜塚古墳群は、豊中台地のほぼ中央部の標高20
～25ｍの低位段丘上に立地する古墳時代前期後半
から後期初頭の古墳群で、小石塚古墳、大石塚古墳
を中心とする西群、大塚古墳、御獅子塚古墳、南天
平塚古墳を中心とする東群などに区分されている。
　今回、豊中警察署の建替えに伴い、平成25～26
年度に本発掘調査を実施することとなった（図２）。
調査の概要
　調査地は市道をはさんで南北に分かれており、１
～４区に分割して実施することとした。このうち平
成26年度は２区～４区（約1700㎡）を調査した。
２区は１区の西側に位置する。１区では南北方向の
谷が検出されており、１区西半は平坦な地形となっ
ていたが、２区もこの状況が続き、近世以降の耕作
地化などにより基盤層がかなりの削平を受けていた。
近世以降の土坑やため池と考えられる落ち込みの他
は、遺構は顕著ではなかった。
　３区および４区では１区で検出された谷の続きと、
それに接続する浅い支谷が検出された（図３）。
　本流をなす谷は、１区に比べて格段に深さを増し
ており、４区の南端では現地表下2.8ｍ以上を測り
底面まで調査はできなかった。
　堆積層は１～３層が近世以降に堆積した青灰色系
の粘土層で、１、２層は水田耕作土であると考えら
れる。４層は灰色系の粘土層で中世に属する。５層
は古墳時代後期頃～古代に堆積した黒色粘土層であ
る。６層は黒褐色粘土層である。古墳時代前期の土

桜
さくら

塚
づか

古墳群（14001）
（１）豊中市南桜塚三丁目
（２）豊中警察署建替事業
（３）岡田　賢

師器直口壺が検出されており、当該期に属する。ま
た土師器直口壺と同じ層から、矢柄と考えられる有
機質遺物（図４）、また６層中であるがそれより下
位の砂層中より儀仗が出土している。矢柄は赤色お
よび黒色に塗分けられたもので、当該期に類例はほ
とんどない希少な事例である。いずれも古墳時代前
期と考えられる。
　また３区の基盤層上は、２区同様に遺構は顕著で
はなかったが、３区西半から４区の谷に向かって、
浅い支谷が検出されており、その底面に溝が数条検
出された。遺物は少ないが、この溝を埋没させた堆
積層中から古墳時代中期の須恵器甕が検出された。
まとめ
　今回の調査により、台地上の平坦面は、近世以降
の耕作地化により削平されていた一方で、台地を開
析する谷を検出したことにより、周辺における古墳
築造時における地形の複雑さが明らかとなった。こ
れは古墳の選地にも少なからず影響を与えたと考え
られる。

図４　４区谷矢柄検出状況（西から）

図３　４区谷検出状況（北から）

図２　桜塚古墳群調査区位置図
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はじめに
　長原遺跡は、大阪市平野区に所在し、約350ヘク
タールの面積を有する府内でも有数の大規模遺跡で
ある。他方、遺跡の発見は意外に新しく、大阪市営
地下鉄谷町線の延伸に伴う試掘調査による昭和48
年の発見である。その後、近畿自動車道の建設、市
街化のための区画整理事業、大阪市営住宅の建設や
建替えなどの大規模開発による緊急発掘調査が盛ん
に行われ、皮肉にもそうした事業による遺跡破壊と
引き換えに、旧石器時代から現代に至る人々の生活
が連綿と営まれた地域であることが分かってきた。
特筆すべきものを上げると、府内でも数少ない旧石
器時代の遺跡で、７万年前のナウマン象やオオツノ
鹿等の足跡、３万年前まで遡ると考えられている石
器製作址等が発見されている。また、縄紋時代終末
段階の様相を示す土器が発見され、「長原式」が設
定されている。弥生時代では、中期から後期の府内
最大級の大型周溝墓が発見されている。古墳時代で
は、造営期間が中期を中心とする大小200基を超え
る古墳が発見され、長原古墳群と名付けられている。
飛鳥・奈良時代、平安時代では、一時期難波にも都
が置かれ、長原遺跡のあたりは都との地理的条件も
重なり、飛鳥・奈良時代以降大規模な開発が進んだ
ことによる集落や官衙等の遺構や木簡等の重要遺物
が発見されている。
　今回の調査地は遺跡の南東部に位置し、立坑本体
部（１～４区350㎡）と土壌改良部（５区90㎡）及
び管埋設部（６区80㎡）について実施した。
調査成果
　立坑本体部の弥生時代前期から中期に相当する遺
構面において、形態や風化の程度から縄文時代の遺
物と考える石鏃やサヌカイト剥片が出土している。

長
なが

原
はら

遺跡（13057・14002）
（１）大阪市平野区長吉川辺三丁目
（２）長吉立坑築造工事（長吉松原バイパス送水管）
（３）山田隆一・松岡良憲

サヌカイト片は接合資料で、この付近で石器製作を
していたことが伺える資料である。古墳時代では、
３・５区で方墳跡を検出している。周辺で６基が支
群を成す状況で検出されており、この支群に属する
小型方墳の南東部分を検出したと考えている。周辺
からは、埴輪片や鉄鏃片、棺釘片等が出土しており、
長原220号墳とした。古代の遺構では、２・４・５

図７　溝２−001（２・４区）

図６　長原220号墳（３区）

図５　長原遺跡調査地位置図

区で幅1.5～2.5ｍ、深さ0.3ｍの南東から北西に直
線的に流れる溝２－001を検出している。開削時期
は不明であるが、遺物から７世紀の後半頃には埋没
したと考えられ、大阪市で報告のＳＤ－702の一部
を検出した可能性が考えられる。
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はじめに
　鳩原東端遺跡は河内長野市南東部の金剛山麓、石
見川に流入する沢沿いに形成された舌状の尾根に立
地する。
　調査は、平成20年度に実施した試掘調査の結果
を補足する目的で確認調査を実施したのち、遺構・
遺物が確認された切土施工の範囲について本発掘調
査を実施した。
　平成15年度から実施してきた府営農村振興総合
整備事業「河内長野和泉地区」に伴う埋蔵文化財発
掘調査は、本調査をもって終了した。
調査結果
　遺跡の現況は、石垣を積んだ棚田で、切土・盛土
によって形成された造成土に含まれる遺物から、江
戸時代後期以降に造成されたことがわかった。この
地域は江戸時代には狭山藩の知行地であった。
　中世にはこの付近は観心寺の寺領であったことが
鎌倉時代の観心寺文書から知られている。水田造成
土直下の安定した斜面で、耕作痕と考えられる溝や
土坑、小穴を検出した。瓦器や陶器など鎌倉時代の
遺物が多いが、最も古いものは平安時代の黒色土器
碗である。平安時代の瓦片も出土したことから、付
近に観心寺の子院が存在したと推定される。
　平安時代・中世の遺構面と同一面で縄紋時代の遺
構も検出した。後期の落とし穴と考えられる土坑１
基以外は浅い土坑や小穴で、柱穴状のものもあるが、
竪穴住居としてまとまるようなものはない。
　出土遺物は、中期から後期の縄紋土器が大半であ
るが、早期の押型文土器や前期にさかのぼる刳り込
みの深い小型の石鏃も見られる。出土遺物に占める
石器の割合は高く、石鏃、石匙、石錐、スクレイパー、
敲石など多様である。
　詳細については平成27年３月刊行の「鳩原東端
遺跡発掘調査概要」を参照されたい。

鳩
はと

原
はら

東
ひがし

端
ばた

遺跡（14007・14013）
（１）河内長野市鳩原
（２）府営農村振興総合整備事業「河内長野和泉地区」
（３）山田隆一・広瀬雅信

図10　黒色土器碗

図９　縄紋時代の石鏃

図８　鳩原東端遺跡周辺遺跡分布図
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はじめに
　芹生谷遺跡は葛城山系の西斜面に位置し、古代か
ら南河内と大和を結ぶ交通路にある。周辺は河南台
地と呼ばれ、北にゆるやかに下る耕作地が広がり、
現在も条里地割の水田区画を良好にとどめる。
　今回調査地の東側には国史跡金山古墳(双円墳・
全長85.8ｍ)があり、古墳の営まれた６世紀後半か
ら７世紀初頭には、この地で活躍した有力な豪族が
いたようだ。昨年度までの調査で、金山古墳造営頃
の８棟の竪穴住居(竪穴建物)が発見されている。今
回調査は昨年度までの継続調査の最終にあたる。
調査成果
　今回の調査区は26−１～26−３区に分かれる。
　26−１区は東西長約20ｍ、南北幅約５ｍ、100㎡
に及ぶ。金山古墳西側の南北に長い谷地形を東西に
分断する位置にあたる。地表下約１ｍのところまで、
水田耕土や沼状の堆積物があった。その下に、三条
の暗渠がみられたものの、青竹を裁断したものなど
が含まれ、その時期や上層の水田化は近代以降と考
えられる。地表下約1.5ｍまでは、流水粗砂層や粘
土層の互層堆積がみられ、東端が最も深くなるもの
の、谷の最深部は調査区のさらに東側外であった。
　谷の最深部には現在に続く人工的な水路があった
と考えるものの、その位置は確認できなかった。ま
た、その他の遺構・遺物も見当たらなかった。
　26−２区は、南北長約70ｍ、東西幅約５ｍ、350
㎡に及ぶ。北側は21−５区に取り付き、南側は26−
１区西端に取り付く。
　調査区は近年まで水田となっており、地表下約0.2
ｍの表土を除去すると、西側上面から滑落した土砂
の堆積層があった。堆積層は西が薄く、東に厚い。
これを除去すると地山の粘土層が現れ、西から東に
なだらかに下降する自然地形だった。遺構・遺物は
見られなかった。
　26−３区は、南北長約25ｍ、東西幅約５ｍ、125
㎡に及ぶ。南側は21−５区に取り付き、東側約50ｍ
に金山古墳がある。
　金山古墳西側の南北に長い谷地形の西端開口部に
位置する。調査区は近年まで水田となっており、地
表下約0.2ｍの表土を除去すると、南から北に向かっ
て下降する自然地形で、三段にひな壇造成されてい
た。堆積土中から鎌倉時代後期の瓦器・土師器、中

芹
せ

生
る

谷
たに

遺跡（14008）
（１）南河内郡河南町芹生谷
（２）国道309号線河南赤阪バイパス道路建設
（３）西川寿勝

図13　26−２区と金山古墳（南から）

図12　26−１区（北東から）

図11　芹生谷遺跡調査地位置図

国製の青磁・白磁片が発見された。顕著な遺構は見
られなかった。
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調査の経過
　建設予定地において試掘・確認調査を実施し、遺
構等が検出された地区の一部を発掘調査した。
　確認調査は、予定地内のうち旧東高野街道の東側
に当たる上垣内遺跡、国守遺跡の範囲において18
か所の確認トレンチを設置して実施した。
　また平成25年度に実施した上垣内遺跡とその隣
接地の範囲（旧東高野街道の西側地区）のうち、小
規模なトレンチの成果では判断することができな
かった地区について再度試掘調査を実施した。その
結果、顕著な遺構等が検出されたため当該地を含め
て上垣内遺跡の範囲拡大の手続きをとった上で、発
掘調査を実施した。
上垣内遺跡の発掘調査
　約450㎡の調査区を設定し発掘調査を実施した。
既存建物の基礎などによって大きく攪乱されている
ものの、間層をはさんで上下２面の遺構面が検出さ
れた。
　上面では南北・東西両方向の直行する中世の耕作
溝が検出された。耕作面を造成するためにかなり大
規模に造成して平坦面を形成している。
　下面では、調査区南西部において北西から南東方
向に走る丘陵の斜面が検出され、そこから軸を揃え
て近接して建築された竪穴住居跡２棟、掘立柱建物
の一部、柱列などが検出された。また、調査区の東
端部においても竪穴状遺構や土坑が遺存していた。
いずれも６世紀末のものである。
　調査区南部の中央付近で発見された竪穴住居跡
88は、東西約5.0ｍ、南北約3.5ｍを測る長方形の
竪穴住居跡である。北辺の中央より東寄りにカマド
が造り付けられている。カマドの内部には脚部を欠
いた土師器の高杯を上下逆に据えて支脚としていた。
またその西に隣接する竪穴住居跡84は、東西約6.4
ｍ、南北（現在長）約2.5ｍを測る。ほぼ正方位に
主軸をもつ。北辺の中央よりやや東寄りにカマドが
造り付けられている。北側に延びる煙道部も良好に
遺存しており、内部には底部を欠いた土師器甕を上
下逆に据えていた。
　２棟の竪穴住居跡は、軸をそろえて近接して配置
されており、その北側からは直径50㎝前後の柱穴
で構成される掘立柱建物の一部が検出された。また
２棟の竪穴住居の北側を走る柱列も検出されている。

上
かみ

垣
がい

内
と

遺跡等（14009）
（１）寝屋川市明和二丁目・高倉二丁目
（２）主要地方道枚方富田林泉佐野線（都市計画道路梅が丘高柳線築造工事）
（３）岩瀬　透・小林義孝

これらの遺構は一連のものである可能性が高い。
　また、北東部で検出された竪穴状遺構は、一辺４
ｍ前後の方形の遺構であり、中央に炉跡をもつ。　
確認調査の成果
　旧東高野街道の東側の建設予定地に設置した18
か所の確認トレンチのすべてから遺物包含層が検出
された。全体に中世と古墳時代の包含層が広がり、
また一部の範囲には古代に比定される遺物も検出さ
れた。とりわけ予定地の東端部では、古墳の周溝の
一部と考えられる溝を検出し、大型の須恵器甕など
の出土をみた。

図16　竪穴住居跡88（南より）

図15　下面全景（北より）

図14　上垣内遺跡調査地位置図
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はじめに
　久宝寺遺跡は、八尾市西久宝寺を中心に広がる縄
文時代晩期から近世にかけての大規模な複合遺跡で
ある。調査は久宝寺緑地遊水池周辺整備工事にとも
ない、平成24年度から実施しており、これまでに
Ａ～Ｅ調査区までの約600㎡を調査してきた。
　平成26年度は、ＦおよびＧ調査区の発掘調査を
実施した（図17）。調査面積は約170㎡である。
層序と遺構の概要
　基本的な層序は、Ａ～Ｅ調査区と同様で、公園造
成に伴う盛土下には、旧表土（１層）、砂質シルト
主体の近世耕作土（２および３層）、砂質シルト主
体の中～近世耕作土（４層）、シルト～粗粒砂の古
墳時代前～中期の氾濫堆積物（５層）、粘質シルト
主体の古墳時代前期の水田耕作土（６層）、粗粒砂
主体の弥生時代後期～古墳時代前期の氾濫堆積物

（７層）、粘質シルト主体の弥生後期の土壌化層（８
層）、粗粒砂主体の氾濫堆積物（９層）となっている。
　Ｆ調査区は、盛土直下では１～３層は削平されて
いた。また既存のボックスカルバートにより、遺構
面が損壊を受けている状況であったが、５層上面で
中～近世に属する溝を、６Ａ層、６Ｂ層上面で水田
畦畔を、７層上面で溝を確認した。また調査区東端
では、６層のレベルが徐々に東へ上がっており、８、

久
きゅう

宝
ほう

寺
じ

遺跡（14014）
（１）八尾市西久宝寺
（２）久宝寺緑地遊水池周辺整備工事
（３）岡田　賢

９層との間に中～粗粒砂と粘質シルトのブロック土
による高まり確認した。この東側の遊水池部分は、
既に調査深度以下まで掘削されており、その規模等
は不明である。また遺物も検出されていないが、Ｂ
調査区で検出された弥生時代中期の高まり（方形周
溝墓マウンドの流出土の可能性がある）と、堆積層
の状況が類似していた。
　Ｇ調査区は、盛土直下に１～５層が堆積しており、
２層～５層の各上面で遺構を確認している。これら
は、耕作に伴う南北方向の溝が主体であった。
　Ｇ調査区は５層中で調査深度に達したが、西端に
ついては９層まで調査を実施した。６層中では畦畔
は確認されなかったが、層相からＦ調査区と同様に
水田耕作土と考えられる。
まとめ
　６層中の水田畦畔は、Ａ～Ｅ調査区や、西に隣接
する加美遺跡での（公財）大阪市博物館協会の調査
においても確認されており、古墳時代前期における
調査地周辺は水田が広範囲に存在したと考えられる。
　またＦ調査区で確認した高まりは、Ｂ調査区の高
まりとの類似性が考えられる。遊水池では昭和60
年度に（財）東大阪市文化財協会の調査により弥生
時代中期の方形周溝墓が検出されており、今後これ
も含めて当時の地形や墓域について検討を深めたい。

図18　Ｆ調査区５層中土器出土状況

図17　久宝寺遺跡　調査区配置図（１／5000）
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はじめに
　安松田遺跡は、泉佐野市東羽倉崎町に所在し、府
営住宅の建替に伴い、平成13年度に試掘調査を実
施し、新たに発見された遺跡である。その後、平成
15、18、21年度に、本発掘調査を実施している。
　調査の結果、多くの粘土採掘坑を検出し、採掘し
た粘土を使用して焼成された瓦も出土した。
　この瓦は、その大きさと釘穴の位置などの特徴か
ら、重源を大勧進として行われた東大寺再建の際に
使用された瓦と考えられている。

安
やす

松
まつ

田
だ

遺跡隣接地（14017）
　（１）泉佐野市新安松三丁目
　（２）府営羽倉崎住宅中層耐火住宅撤去工事
　（３）竹原伸次

　また、調査地の南東端から焼土、炭、焼けた瓦窯
の壁体が出土したことから、この近辺に瓦窯の存在
が予想されたが、安松田遺跡の調査では瓦窯は検出
できなかった。

立会調査
　平成26年度に、安松田遺跡の道路を挟んで南東
側の府営住宅の撤去工事が計画された。このため、
本府教育委員会では、瓦窯跡が発見される可能性が
あったため、撤去の際に立会調査を実施した。
　この結果、立会調査を実施した敷地内中央部を南
東から北西に通る道路を境として、南側は、地表下
約１ｍで黄褐色粘質土の地山を検出したが、北側で
は青灰色の砂質土や礫層が続き、地山を検出するこ
とはできなかった。
　今回の立会以前に、府営住宅の集会所及び安松田
遺跡と調査地の間を北東から南西に貫く道路に大阪
ガスの管を敷設する際の立会結果から、安松田遺跡
近辺に谷地形が存在していることは確認されていた。
今回の立会により、谷地形の南東側の位置をより明
確にすることができた。

まとめ
　瓦窯は、地形が谷に向かう傾斜面に築かれている
と思われるが、今回の立会では瓦窯跡を検出するこ
とはできなかった。また、立会１区とした箇所より、
断面観察ではあるが、遺構と思われる落込みを検出
し、中世の土師質土器が出土したが、それ以外の調
査区では遺構、遺物を発見することはできなかった。

図21　立会１区落込み検出状況（南から）図20　調査区位置図

図19　安松田遺跡隣接地調査地位置図
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はじめに
　瓜破北遺跡は瓜破遺跡の北西部に位置する。今回
の調査地は、南から張り出した瓜破台地段丘面の西
辺、谷地形が形成される位置にあたり、最終面（古
墳時代前期）の標高は南から北に向けて約0.3ｍの
比高差が確認された。既往の調査により瓜破北遺跡
は旧石器時代から中世に至るまでの複合遺跡である
ことが確認されている。
　調査は、府営瓜破二丁目住宅の建替えに伴うもの
で、平成15年の試掘調査に始まり、平成23年には
大阪府教育委員会による発掘調査（11036）が実施
されている。今年度の発掘調査をもって本府営住宅
に伴う発掘調査は終了した。
調査結果
【基本層序と遺構面】
　第０層　盛土・作土層　近、現代～
　-１．　府営住宅建設時の盛土、下層は作土層。
　−２．　�大阪金属工業大和川航空機製作所建設に伴

う盛土、下層は作土層。島畠・畦畔などを
検出した。

第１層　作土層。～近代。調査区全面で検出される
層である。畦畔を検出した。
第２層　作土層。～中世。調査区全面で検出される
層である。上面が第１面である。明確な遺構は検出
されず。下面は調査区全体に堆積する流路埋没層（砂
礫層）である。出土土器の年代から奈良時代には埋
没していたと考えられる。
第３層　水成層が土壌化し、黒色を帯びた層で、最
上層には部分的ではあるが炭化物を多く含む薄層が

瓜
うり

破
わり

北
きた

遺跡（14020）
（１）大阪市平野区瓜破二丁目
（２）府営瓜破二丁目住宅建替工事
（３）井西　貴子

観察される。瓜破遺跡に押し並べて検出される地層
である。古墳時代。上面が第２面である。
第４層　水成層である。古墳時代前期。本調査区で
の最終面である。上面が第３面。ピット・土坑・溝
などを検出した。
まとめ
　今回の発掘調査では、瓜破台地から落ちてくる谷
地形を確認した。古墳時代には若干安定し、水生堆
積層が土壌化し、第４層上面では遺構が確認された。
その後、再び幾条もの流路が流れ込む。これらの流
路は奈良時代に埋没する。中世以降は安定し、土壌
化したことで耕作土としての土地利用がなされてい
た。近代には島畠として利用されていた。

図24　４区第４面全景（西から）

図23　瓜破北遺跡南壁断面（北から）

図22　瓜破北遺跡調査地位置図
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はじめに
　一般府道余野茨木線の歩道整備工事については、
今回の工事予定地が周知の遺跡である西福井遺跡の
範囲内に含まれるため、埋蔵文化財の確認調査を実
施した。調査は当該地域に６ヶ所のトレンチを設定
して実施した。
調査結果
NO−１トレンチ
　地表下約1.2ｍまで掘削した。第４層淡青灰色土

（地表下約0.5ｍ）が中世の遺物包含層、第５層淡灰
黄色土（地表下0.65ｍ）が古墳時代の遺物包含層、
第８層暗茶褐色粘土が弥生時代の遺物包含層である。
NO−２トレンチ
　地表下約1.1ｍまで掘削した。第３層淡灰青色土

（地表下約0.35ｍ）が中世の遺物包含層、第６層淡
灰黄色土（地表下約0.6ｍ）が古墳時代の遺物包含層、
第７層暗茶褐色粘土（地表下0.8ｍ）が弥生時代の
遺物包含層である。
NO−３トレンチ
　地表下約1.2ｍまで掘削した。第２層灰青色粘質
土（地表下約0.2ｍ）が近世の遺物包含層、第４層
淡灰青色土（地表下約0.4ｍ）が中世の遺物包含層、
第６層淡灰黄色土（地表下約0.58ｍ）が古墳時代
の遺物包含層、第８層暗茶褐色粘土（地表下約0.9ｍ）
が弥生時代の遺物包含層である。
NO−４トレンチ
　地表下約1.35ｍまで掘削した。第２層灰青色粘
質土（地表下約0.3ｍ）が近世の遺物包含層、第４
層淡灰褐色土（地表下約0.45ｍ）が中世後期の遺
物包含層、第６層淡灰青色土（地表下約0.6ｍ）が
中世の遺物包含層、第８層灰黄色粘質土（地表下約
0.8ｍ）が古墳時代の遺物包含層である。第10層暗
灰色微砂上面（地表下1.1ｍ）で古墳時代のものと
思われる遺構を検出した。
NO−５トレンチ
　地表下約1.1ｍまで掘削した。第４層灰青色砂質
土（地表下約0.3ｍ）は中世後期の遺物包含層、第
６層暗灰青色土（地表下約0.6ｍ）が中世の遺物包
含層、第８層暗灰黄色粘質土（地表下約0.8ｍ）が
古墳時代の遺物包含層である。
NO−６トレンチ
　地表下約1.5ｍまで掘削した。第５層黄灰色粘質

西
にし

福
ふく

井
い

遺跡（14021）
（１）茨木市東福井二丁目、西福井三丁目
（２）一般府道余野茨木線歩道整備工事
（３）岩瀨　透

土（地表下約0.5ｍ）が中世の遺物包含層、第７層
黄灰色砂質土（地表下約0.8ｍ）が古墳時代の遺物
包含層ある。
まとめ
　調査の結果、すべてのトレンチで複数面の遺物包
含層を、ＮＯ−１、ＮＯ−２、ＮＯ−４トレンチで古
墳時代と考えられる遺構面を、ＮＯ−５トレンチで
中世後期と考えられる遺構面を確認した。

図26　№４トレンチ遺構検出状況

図25　西福井遺跡調査地位置図
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はじめに
　大和川今池遺跡は旧石器～近世に存続する複合遺
跡である。調査は府道拡幅工事に伴うもので、道路
に沿う延長126ｍを対象とし、今年度はその東半を
調査した。住民の通行を確保するため、東からＡ・Ｂ・
Ｃ区に分割して実施した。またＣ区で東に延びる遺
構が確認されたため、Ｂ−Ｃ区間の調査も行った。
調査成果
Ａ区（図28奥）　調査区の全域で南北方向の溝８条
が見つかった。性格は不明であるが、田畠の畝間溝
等の耕作関連の遺構と考えておきたい。
Ｂ区（図28手前）　多数の土坑、溝、柱穴、小穴と
井戸１基が見つかった。複数の建物が存在するので
あろうが、調査地が狭いため、全体が窺える建物は
ない。ここでは若干の遺構の概要を記す。
建物　可能性のある建物を含めて、６棟程度の掘立
柱建物が復元できる。それぞれの主軸方位は若干異
なるが、いずれも正方位に近い主軸をとる。
溝2001　東端で確認した南北溝である。溝より東

（Ａ区）は耕作地、西（Ｂ・Ｃ区）は屋敷地である。
井戸2083　調査区中央で確認した木組み井戸であ
る。規模は直径２ｍの円形、深さ1.5ｍ。丸太を井
桁に組み、周囲を板材で囲う。井戸底から底部糸切
りの須恵器細頸壷が出土した。
Ｃ区、Ｂ−Ｃ区（図29）　大型建物を確認した。
建物06　南北２間（3.8ｍ）×東西３間（7.3ｍ）の
側柱建物である。廂の有無はわからない。柱掘方は
約60㎝四方の方形、柱は直径23㎝程度である。柱
穴から黒色土器が出土した。
まとめ

大
やま

和
と

川
がわ

今
いま

池
いけ

遺跡（14031）
（１）松原市天美我堂五・六丁目
（２）都市計画道路堺港大堀線整備事業
（３）山田隆一・林日佐子

図29　Ｂ−Ｃ区全景、建物06（西から）

図28　Ａ・Ｂ区全景（西から）

図27　大和川今池遺跡調査地位置図

　今回の調査によって、南北溝を境に東を畠地とす
る屋敷地が確認できた。屋敷地内には正方位に近い
主軸をとる６棟程度の掘立柱建物が確認できる。時
期は平安時代前半を主体とするようである。なお遺
跡の性格については、次年度の西半部での調査結果、
過去の周辺での調査成果をあわせて検討したい。
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はじめに
　高城遺跡は吹田市高城町・昭和町に所在する、古
墳時代および平安時代～中世にかけての集落遺跡で
あり、吹田市立第三小学校の西半から西側一帯、お
よび府道14号線を挟んで北側の住宅地にまで及ぶ
遺跡範囲となっている（図30）。この府道14号線内
において、大阪広域水道企業団事業管理部北部水道
事業所により配水管布設工事が施工されることにな
り、区間３と呼ばれる施工箇所については本遺跡の
範囲内にあたるため立会を行った。
調査の概要
　道路アスファルト、路盤、改良土の除去後にその
下の土層の状況を確認した。区間３西端から東へ約
90ｍまでの範囲は、改良土直下は砂礫層（地山）
であり、遺構遺物は確認されなかった。
　区間３西端から東に90ｍの地点から東について
は、この砂礫層が東へ傾斜しており、改良土との間
に、遺物包含層が確認された。ちょうど区間３東端
から東へ約50ｍの所に南北方向の水路があり、こ
の水路に向かって砂礫層が下がっていく様相が観察
された（図31）。改良土以下の土層は、１層：灰色
砂質シルト～細粒砂、２層：褐灰色礫混じり砂質シ
ルト～細粒砂、３層：黄灰色礫混じり砂質シルト～
細粒砂、４層：灰褐色砂質シルト～粘質シルト、５
ａ層：暗褐色粘質シルト、５ｂ層：黒褐色粘質シル
ト～粘土、６層：灰黄褐色細～中粒砂、７層：灰白

高
たか

城
しろ

遺跡（14032）
（１）吹田市昭和町
（２）配水管布設工事（豊中正雀連絡管・吹田市）１工区
（３）岡田　賢

色礫混じり粘土～黄褐色砂礫（地山）であり、４層
から５ａ層にかけて12～13世紀頃に属する瓦器（和
泉型、楠葉型瓦器椀等）、土師器（羽釜、皿等）、須
恵器（東播系擂鉢等）が出土した。また５ｂ層から
は古墳時代の須恵器（坏身等）が出土した。さらに
土層断面の観察からは、４層および５ａ層上面から
切り込むピットなどの遺構の存在が認められた。東
端では４層や５ｂ層はさらに分層可能な状況となる
一方、遺物が少なくなることから、先述の水路を中
心軸とする谷状の旧地形が考えられた。
まとめ
　周辺における吹田市教育委員会による調査におい
ても、今回と同時期の遺構、遺物が確認されており、
今回の成果は、本遺跡における遺構、遺物の分布範
囲や旧地形について、新たな知見を追加することと
なった。

図32　包含層の確認状況（南壁、黒色帯が５ｂ層）

図31　調査地位置図

図30　高城遺跡の位置
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はじめに
　喜志遺跡は羽曳野市の南端から富田林市にかけて
の石川左岸に沿った段丘上に位置する。これまでの
調査で弥生時代中期を中心とした住居跡や溝、石器
製作工房などが確認されている。大正時代以来、地
表面に石器が多く採集できることでよく知られ、発
掘調査がくり返し行われている。
　なかでも、打製石器製作に伴う剥片・未製品など
が多量に出土する特徴がある。一つの集落での使用
量をはるかに越える量があり、二上山からサヌカイ
ト原石を取り出し、この地で粗割りしたり、製品に
加工し、交易の中継地となっていた可能性が指摘さ
れている。
調査成果
　今回の調査は国道旧170号の２車線道路の西側に
側壁を設置して補強するもので、南北長さ約50ｍ、
東西幅約1.5ｍ、60㎡に及ぶ。
　調査範囲の北側約10ｍは62年度に調査されてい
る。この時の調査では弥生時代中期の土坑や溝とと
もに、大量のサヌカイト石器や剥片が発見されてお
り、今回の調査範囲にも多くの遺構・遺物が確認さ
れると予想された。
　調査範囲は通行量の多い国道に位置するため、協
議の結果、新たに設置する側壁の基底部を遺物包含
層上にとどめることとし、立会調査で対応すること
となった。その結果、工事に伴う顕著な遺構は確認
されなかった。
　ただし、調査範囲の表土となる水田耕作土の中に
は大量のサヌカイト剥片や弥生土器片などが散布し
ていたので、できるかぎり採集した。500点以上に
のぼる。
　採集した遺物は打製石器をつくる際に生じた微細
なサヌカイト剥片が大半を占める。なかに打製石鏃
の未製品と思われるもの３点と打製石錐の未製品と
思われるもの１点が含まれていた。
　地表面にみられるサヌカイト剥片は調査区の西側
畑地に広く散布していた。その範囲は国道旧170号
と近鉄長野線に挟まれた東西約100ｍの範囲に及ぶ。
なかでも、国道旧170号の付近が微高地となってお
り、遺跡の中心にあたると考えられる。

喜
き

志
し

遺跡（14038）
（１）富田林市喜志町四丁目
（２）国道旧170号歩行空間整備工事
（３）西川寿勝

図35　出土石器

図34　掘削状況

図33　喜志遺跡位置図
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はじめに
　尺度遺跡は、羽曳野市尺度、蔵之内に所在する旧
石器時代から中世にいたる複合遺跡で、本調査は、
大阪府環境農林水産部の依頼によるものである。
調査結果
　大阪府環境農林水産総合研究所食とみどり技術セ
ンター内の農道に３か所のトレンチを設定した。
　調査の結果１区では、地表面下約1.3ｍで幅約３
ｍの大溝とそれに直行する幅約0.8ｍの溝を検出し
た。出土した須恵器・土師器から古墳時代中・後期
の遺構と考えられる。
　２区では、地表面下約1.2ｍで幅約0.5ｍの溝を検
出した。覆土上面から出土した須恵器から古墳時代
後期の遺構と考えられる。
　３区では、地表面下約0.9ｍで掘立柱穴２基と小
さな落ち込み１基を検出した。柱穴の１基には柱抜
き取り穴が伴う。遺構面直上から出土した須恵器か
ら古墳時代中・後期の遺構と考えられる。
　他に旧石器時代のサヌカイト剥片、弥生土器の小
片、瓦器の小片などが出土した。
　平成27年度早々に、未確認部分の確認調査を予
定している。

尺
しゃく

度
ど

遺跡（14042）
（１）羽曳野市蔵之内
（２）動物愛護管理センター（仮称）整備事業
（３）西口陽一・広瀬雅信

図38　２区検出遺構

図39　３区検出遺構

図37　１区検出遺構

図36　尺度遺跡調査地位置図
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はじめに
　天満蔵屋敷跡には現在大阪府天満警察署が所在す
るが、かつては津軽弘前藩の蔵屋敷が置かれていた
ことが知られている。周辺の中之島や大川（堂島川・
土佐堀川）沿いには佐賀藩の蔵屋敷をはじめ、多く
の大名家の蔵屋敷が建ち並んでいたとされる。
　今回の調査は、天満警察署の建替えに伴うもので
あるが、調査地の大半は旧建物群により蔵屋敷以前
の遺構については削平されていると考えられたため、
唯一構造物が存在しない中央部やや北側の空間地に
調査区を設定した。なお、調査は公益財団法人大阪
府文化財センターの協力を得て実施したものである。
調査成果
　層序　調査地の地盤高はＴ.Ｐ＋2.5ｍ前後を測り、
基本層序は上から①警察署建設時の盛土（層厚1.2
ｍ）、②蔵屋敷時代の整地土（①による削平により
一部のみに存在、層厚30cm）、③蔵屋敷時代の整

天
てん

満
ま

蔵
くら

屋
や

敷
しき

跡（14045）
（１）大阪市北区西天満一丁目12－12
（２）大阪府天満警察署建替え工事
（３）岡本敏行・（公財）大阪府文化財センター

地土（①による削平により一部のみに存在、層厚
15cm）、④17世紀代の盛土（層厚70cm）、⑤17世
紀代の盛土（層厚25cm）、⑥17世紀代の盛土（層
厚40cm）、⑦17世紀代の遺物や加工痕のある石材
を含むシルト（層厚10cm）、⑧無遺物の細砂（層
厚10cm以上）が堆積する。
　蔵屋敷時代の整地層が上下２層（②と③）存在す
ることから、当初の蔵屋敷の整地層③と後述する享
保の大火後（1724）に再建のため再度②層によっ
て整地されたことがうかがえる。また、④⑤⑥は蔵
屋敷以前の盛土で、蔵屋敷の基盤層となる。記録に
よるところの元禄元年（1688）の河村瑞軒による
堂島川の開削とそれに伴う堂島川北岸の埋め立て時
期と一致することから、弘前藩蔵屋敷周辺地域もこ
の時に埋め立てられ、整備・形成されてものであろ
う。
　遺構　T.P＋1.2ｍ前後で蔵屋敷に伴う遺構面を検
出したが、①盛土の状況から警察署建設時にかなり
削平されていることがうかがえ、②③④層を合わせ
た同一面をベースとしてしか検出することができな
かった。本来ならば②、③、④層、それぞれをベー
スとした遺構面が存在したと考えられる。これを仮
に上から第１遺構面、第２遺構面、第３遺構面とす
るならば、第１遺構面は再建蔵屋敷の享保九年以降

の遺構面、第２
遺構面は蔵屋敷
が 建 て ら れ た
17世 紀 後 半 〜
享保九年までの
遺構面、第３遺
構面は元禄元年
直後の遺構面と
いうことになろ
う。しかし、前
述のように削平
されていたこと
から、同一面と
してしか検出す
ることができな
かった。
　検出した遺構
には、土坑・溝・図42　土層断面模式図図41　調査区位置図

図40　天満蔵屋敷跡調査地
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礎石等がある。１土坑は、18世紀後半の備前焼の
甕を上下逆に据え付けた土坑である。甕の底部は意
図的に打ち欠いている。２土坑と重複し、それより
新しい。２土坑は、東西4.0ｍ、南北7.0ｍ以上の平
面隅丸長方形の土坑である。深さ1.4ｍを測り、大
量の焼土及び焼けた壁土とともに17世紀後半から
18世紀前半の瓦や陶磁器類が多量に出土する。３
土坑は、東西4.0ｍ、南北3.5ｍ以上の平面長方形の
土坑ある。深さ1.5ｍを測り、２土坑同様大量の焼土・
焼土塊、17世紀後半～18世紀前半の瓦・陶磁器類
が出土するとともに、多量の炭化米が層を成して出
土した。６～20土坑は、主に調査区の北半部で検
出され、陶磁器や貝殻・魚骨等が出土する。生活廃
棄物を埋めた土坑と考えられる。
　21溝は幅35cm、長さ3.5ｍを測り、屋敷地の東
西軸に並行していることから、屋敷地内を区画する
溝と考えられる。また屋敷地に関連して、礎石と考
えられる20〜30cm大の平面平らな石を10数点検出
した。原位置を保っているものは少ないが、一部に
現位置を保ち、屋敷地の主軸方向に一致して並んで
いるものも存在した。しかし、現位置を保つものが
少ないこともあって、建物の規模や構造等を復原す
ることはできなかった。
　遺物　出土遺物には陶磁器・土師器・瓦・金属製
品（鉄製品・銅製品）をはじめ、食生活に関連する
と思われる貝殻や魚骨等がある。これらの大半は、
17世紀後半〜19世紀前半のもので、概ね弘前藩蔵
屋敷の時期に一致することから、蔵屋敷で使用され
たものや食されたものであろう。
　下層確認　調査区のほぼ中央部に３×５ｍのトレ
ンチを設定し、下層確認を行った。T.P−0.5ｍまで

図45　３土坑堆積状況（北東から）

図47　下層確認で検出された加工痕のある石群（東から）

図46　１土坑埋甕状況

図44　調査地全景（西から）

図43　平面全体図
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掘削を行ったが、それより下層については湧水が著
しく、掘削は不可能であった。最下層の⑧層は明ら
かな自然堆積層で河川の堆積層と考えられる。⑦層
下面で0.3〜1.3ｍ大の矢穴痕などがある加工石材
17点からなる集石を検出した。これらの石材は乱
雑に置かれていたことから、隣接する中之島の整備
や周辺の護岸工事で不要になったものを埋立地の基
盤として置かれた（廃棄された）ものであろう。
まとめ
　今回の調査によって、弘前藩蔵屋敷の一端を知る
ことができた。当該地域は、17世紀後半に大規模
な盛土により整備されたことが判明し、その直後に
弘前藩の蔵屋敷が建てられたと言える。その後、享
保九年（1724）の「妙知焼け」という大火により
一帯が焼失し（図49）、弘前藩蔵屋敷もその時焼失
したことが、今回の調査からも確認された。再建に
際して、２・３土坑などは、焼失したものを廃棄す
るための廃棄坑と考えられる。また、炭化米が大量
に出土・廃棄されていたことからも米蔵が焼けたこ
とが推察される。
　ちなみに、弘前藩蔵屋敷の焼失直前？（享保年間）
と再建後（文化・文政期）の蔵屋敷の見取図が残っ
ている（図50）。焼失前の蔵屋敷は、現在の天満警
察署の敷地とほぼ同じ大きさであるが、再建後の蔵
屋敷は東側（現大阪弁護士会館側）に８間（約15ｍ）
分ほど広がり、主に米蔵が増築されていたようであ
る。しかし、残念なことに今回の調査からは、それ
らを明らかにすることはできなかった。

図50　享保九年（1724）の妙知焼けの範囲を描いた絵図
◎印が弘前藩蔵屋敷の位置

（大阪市立博物館『近世大坂の災害資料Ⅰ－火災―』1988より

図51　弘前藩大坂蔵屋敷図（上：享保図　下：文化・文政図）
（植松清志『近世大坂における蔵屋敷の住居史的研究』2000より）

図49　18土坑出土陶磁器類と貝殻

図48　２・３土坑出土瓦類



22

はじめに
　茨木市中穂積に所在した上寺山古墳の再整理と報
告書を刊行する事になったきっかけは、泉大津市に
ある繊維の研究所が閉鎖され、その建物を大阪府文
化財保護課の収蔵施設として使用したことに始まる。
他の場所に保管されていた遺物を集め、同時に収蔵
遺物のデータ化を行った。
　この時運ばれデータ化されたものの中に上寺山古
墳出土遺物があった。また、調査を担当した故田代
克己氏の遺品の中から調査時の図面類や写真が見つ
かったことで氏が報告書を刊行するために整理途中
で亡くなられたことも判明した。
　さらにこの収蔵庫建物が市に売却されることが決
まり遺物の再移転が決定的となった。集めた上寺山
古墳の遺物が再びばらばらになる心配もあるため当
時収蔵庫に関わっていた三宅・亀島・玉井の三名で
報告書作成の話が持ち上がり、当時の発掘調査参加
者である水野正好先生にご相談をしたところ、先生
も作成メンバーに参加していただくこととなった。
それに加え出土遺物の最新の研究成果の検討を行う
ために若い人たちに参加していただくこととなった。
水野正好先生には当時の参加者として多くの情報を
教えていただいた。
古墳所在地
　1972年発行の「上寺山古墳発掘調査概要」によ
れば名神高速道路建設工事に伴って発見され、
1961年に緊急調査を実施したとある。
　しかし、発掘風景や現状調査からは名神高速道路
建設に伴うものとして理解するのは難しい。概要報
告書にも古墳所在地は名神高速道路から南に10ｍ
外れた位置にあったと報告されている。正確な位置
は残念ながら不明といわざるを得ない。
当時の調査等から窺われること
　図面を検討した結果、当初から３名の埋葬を計画
していたこと、中心が１号棺で大きく広く空間を使
用している。２号棺はそれに次ぐ大きさで、３号棺
は幼児の可能性が高い。大胆に推測するなら１家族
のお墓であったことが窺われる。
　３名を埋葬するためにセンターラインから西の１
号棺側が狭く、２・３号棺を納めた東側が当初から
幅広くとられていた。出土遺物の大半は１号棺に伴
うものであり、１号棺が家長、２号棺が妻、３号棺
が子供であった可能性を示唆している。室の右袖部
分が当初から大きく膨らんでいる。盗掘された遺物

【資料紹介】

上寺山古墳の再整理と報告について

が削平された南面に散らばった状態で写真が撮られ
ている。盗掘者の話で置かれたのであるが、１号棺
の棺付近の副葬品等は埋葬後奥壁付近に集められて
いることから、南側に広がっておかれていることは
考えにくい。この遺物は袖部に置かれた１号棺の副
葬品であり、副葬品を置いて祀るため当初から大き
くとっている可能性がある。
　横断断面図からは壁に使われた木材の傾斜角度や
炭化材の角度・長さ、焼土の厚さが表現されている
とともに、内部には周りの土砂の流入があまりない
ことなどが表わされている。縦断断面図と平面図か
ら奥壁部分のセンター東西２本ずつ計４本の壁木材
は側面の壁木材の傾斜より垂直に近い。さらに東西
外側の壁木材は傾斜の方向が異なりその間の４本を
支える役目が認められる。このことから報告者の故
田代氏が煙りだしとされたことは納得できるもので
当初から火をつけることを意図した埋葬施設である
ことがわかる。壁材の木材の床面下の部分の図から
は材の端部は平面形をし、打ち込まれたものではな
く穴を掘って埋めたものであることを表わしている。
また、底の高さが不ぞろいであることから、材の長
さによって深さを変え上部をそろえたことが示唆さ
れる。
　採集保管された遺物は副葬品だけでなく、炭化材

（丸太・棺材）や焼土がある。ここからも多くの情
報を得ることができた。
　炭化材は丸太と棺材があるが丸太は壁面を構築し
ている材の可能性が高い。丸太は完全に炭化した側
と茶色に変色した側があり、壁側は粘質土で覆われ
焼ける温度が低かった可能性がある。また、丸太の
太さは８㎝前後と復元され、図面から掘方が約10
㎝に復元されるのと一致する。棺と考えられる炭化
材からは木取りや棺の厚さがわかり、出土した釘に
付いた木質の幅などからも整合性がある。
　焼土はスサ入りの練り土であり、厚さは８㎝程度
であることも判明した。焼土に残された圧痕からは
天井に使われていたと考えられる材の様子が窺われ
た。丸太であれば直径約８㎝で端部は尖らせている。
これは壁に使われた丸太材の間に入れ込んで固定さ
せるためと考えられる。
　当時の発掘調査期間はわずか10日程度でありな
がら、発掘調査にあたっては現地で様々な検討を行
いながら実施され、数日で作成された多数の調査図
面類には多くの情報が詰まっていることも判明した。
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また、多くの貴重な副葬品とともに残存資材も回収
されたことにより、さらに多くの情報が取り出せる
結果となった。
埋葬施設について
　上寺山古墳は横穴式木芯粘土室と呼ばれる特異な
構造を持つ埋葬施設である。全国で110基程度調査
例があるが地域により形状や内容に大きな違いがあ
り、様々な名称で呼ばれている。最近では基本的な
構造から横穴式木室と呼ばれることが多い。本墳の
ように火化されているものもある。この埋葬施設は
６世紀前半からみられるが、火化されたものは６世
紀後半以降にしか見られない現象である。また、横
穴式石室でも火化されたものが見つかっている。
終わりにあたって
　本墳の調査成果は短期間の調査でありながら多く
の情報を我々にもたらしてくれた。調査参加者の高
い見識によるものと考えられる。改めて発掘調査の
重要性を教えられた気がする。
　上寺山古墳の検討会を実施しているさなか、水野
先生の訃報に接した。報告書作成を喜んでくださり、
先生は序文の執筆と各論を担当していただくことに
なっていた。特に各論で横穴式埴室や火化（先生命
名）についてこれまで考えていたことをすべて書く
といっていただいたのに本当に残念なことになって
しまった。末筆ながら先生のご冥福をお祈りします。
� （元大阪府教育委員会主任専門員　玉井　功）

図54　埋葬施設全景（北から南をみる）

図53　上寺山古墳遺構実測図と復元案

図52　上寺山古墳推定位置図



24

１．はじめに
　大阪市中央区に所在する大坂城跡は、豊臣秀吉が
石山本願寺の跡地に築いた城である。大阪夏の陣で
豊臣氏が滅亡し落城した後は、徳川氏の命により再
建されたが、徳川時代の大坂城は、豊臣時代の石垣
や堀を埋めて築造されている。現在の天守閣は昭和
６年に再建されたもので、平成９年には国の登録有
形文化財となっている。
　大阪府教育委員会は、1986年、1988年から1992
年にかけて、府立大手前高校（調査地点１）やドー
ンセンター（調査地点２）建設に伴い大坂城三の丸
跡の発掘調査を実施してきた。調査の結果、大坂城
が築造される前に存在した石山本願寺の時代、豊臣
氏の時代、徳川時代各時期の建物跡などが検出でき
た。豊臣氏の時代の遺構や遺物は、大坂城築造開始

（1583）から三の丸築造開始（1598）までの豊臣
前期と、豊臣秀頼が大坂城に移った（1599）から
大阪夏の陣で豊臣大坂城落城（1615）までの豊臣
後期に分かれる。

【資料紹介】

大坂城跡から出土した「さし・ます・はかり」

　各時期で瓦・土器・陶磁器・木製品・金属製品な
どの大量の遺物が出土しているが、ここではこれま
で未報告になっていた計量関係遺物をとりあげ、紹
介する。
２．ものさし
　図56の４点のものさしは、ドーンセンター建設
に伴う発掘調査において、豊臣前期の土層から発見
されたものである。上段の２点のものさしは、１寸
の目盛りが3.1㎝前後の間隔で刻まれており、１寸
の間を２等分した５分の目盛りも短く刻まれている。
２点とも両端は欠損しており、左側のものさしは幅
約2.3㎝、残存長は９㎝、右側のものさしは幅約2.5
㎝、残存長は11㎝を測る。ものさしの中央部分に
は「×」印が刻まれており、「×」印と５分の刻みに
は墨が塗られている。
　中段のものさしは、１寸の目盛りが3.7㎝前後の
間隔で刻まれている呉服尺である。呉服尺の１寸は、
基準の１寸の長さである3.1㎝を1.2倍した3.7㎝前
後で刻まれている。写真の呉服尺は５分の目盛りも
刻まれており、目盛りの部分はすべて墨が塗られて
いる。残存長は15㎝、幅は1.8㎝前後を測る。
　下段のものさしは、１寸の目盛りが4.3㎝前後の
間隔で片面のみに刻まれてる。この間隔は基準の１
寸の長さ（表目）である3.1㎝を√２倍、すなわち
1.414倍した裏目の間隔で、このものさしは片面に
裏目のみが刻まれている裏尺である。一般的には、
曲尺のように表目と裏目はものさしの両面に刻まれ
ているが、図54の裏尺は片面に裏目のみを記した
珍しいものさしといえる。

図56　ものさし
　　中段は呉服尺
　　下段は裏尺

図55　大坂城跡の調査地点
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３．京枡
　図57の枡は、ドーンセンター建設に伴う大坂城
三の丸跡の発掘調査で豊臣前期の土層から出土した。
出土した時は、数枚の木片で荷物につける札と思わ
れていたが、その後詳しい調査をした結果、バラバ
ラになった枡と判明した。改めて大きさを測ってみ
ると、縦15.3㎝、横15.4㎝、深さ7.3㎝で、この枡
は豊臣秀吉が太閤検地をおこなった時に、年貢米な

どを量るための基準の枡とした京枡であることがあ
きらかになった。現在の一升枡の容量約1804㎤よ
りやや小さい1708㎤になる。
　この京枡は口金も一部残っており、図58でわか
るように外面の底には「きのとの　孫三郎　とり」
の彫刻があり、内面の底と側面の三か所に「豊」の
字を○で囲んだ焼印などがある。「きのとのとり」
は干支（えと）により年をあらわしたもので、天正
十三年、すなわち西暦1585年に該当し、この京枡
が作られた年と考えられる。「孫三郎」は枡の持ち
主か製作者で、「豊」の文字の焼印は豊臣家による
規格の保証を示したものであろう。おなじような京
枡に、兵庫県姫路市の旧家に所蔵品で、天正十八年
の墨書がある京枡がある。しかし大坂城三の丸跡か
ら出土した京枡の製作年は天正十八年よりも５年古
い天正十三年と考えられ、豊臣時代で最古の京枡で
あり、太閤検地の基準枡の原型といえる大変貴重な
出土資料といえる。
４．秤関係遺物
　重さを量る道具には天秤と棹秤があるが、ここで
は天秤に関連する遺物として分銅を紹介したい。図
60は大手前高校の建替えに伴う発掘調査で出土し
た太鼓形分銅である。分銅が出土したのはこの地が
城下町であった豊臣前期の土坑である。この土坑は
商人の屋敷地のごみ穴と考えられている。最大腹径
6.9㎝、厚み3.6㎝、重さ1146.1ｇを測り、表面に「参
兩」と刻まれている。このような太鼓形の分銅は徳
川時代になると統制されて使用されなくなり、発掘
調査による出土例は少なく、希少な資料といえよう。
５．おわりに
　紹介したものさし・京枡・分銅は、すべて大坂城
三の丸が築造される以前の豊臣前期の資料である。
いずれも年代を絞り込める資料であり、計量史上に
おいても重要な価値をもつものと思われる。
� （藤田道子）図58　京枡の外面の底

図57　京枡

図60　太鼓形分銅図59　京枡の内面の底
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■古墳時代準構造船材を和泉池上収蔵庫に収蔵
　調査事務所及び東大阪収蔵庫において収蔵に苦慮
していた、大型の木製品であり、井戸枠に転用され
ていた古墳時代の準構造船材の大半を、新たに建設
した和泉池上収蔵庫にまとめて収蔵した。なお、将
来的には収蔵庫を特別公開することを視野に入れ、
府民の方や研究者の方に見学・観察していただける
よう、収蔵展示形態で収納することとした。
収蔵した井戸枠転用準構造船材リスト
○四條畷市蔀屋北遺跡
　井戸Ａ494資料
　井戸Ｂ131000資料
　井戸Ｅ090805資料
　井戸Ｅ090806資料
○四條畷市讃良郡条里遺跡
　井戸８資料
○藤井寺市はざみ山遺跡
　142井戸資料
　405井戸資料

新資料等の収蔵報告

■故堅田直氏所蔵資料を調査事務所に収蔵
　本資料は、大阪府がおもに昭和30・40年代に故
堅田直氏（帝塚山大学名誉教授、平成18年逝去）
に依頼した発掘調査で出土した資料等である。
　発掘調査終了後、発掘調査報告書を作成するため、
出土遺物を大学へ持ち帰り、一部の遺跡の報告書が
刊行されたが、堅田直教授が亡くなられたことによ
り、大半が未報告のままとなっていた。この度、ご
遺族及び関係者から本府に返還の申し出があり、調
査事務所で収蔵することとなった。
　今後、確認・整理作業をとおして、新たに公開・
活用を図っていきたいと考えている。
収蔵した主な資料
○東大阪市日下貝塚
　人骨・馬骨・土器・貝類等
○東大阪市瓢箪山古墳群
　土器・馬具等
○豊中市島田遺跡
　土器等　　ほか� （小浜　成）

図64　瓢箪山古墳群出土資料ほか

図63　日下貝塚出土人骨・馬骨資料

図62　準構造船材の収蔵展示状況２（棚組）

図61　準構造船材の収蔵展示状況１（平置）
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■研修事業
　例年の事業として、国際協力機構（ＪＩＣＡ）の
海外留学生の研修を受け入れたほか、調査事務所で
中学生の職場体験学習（中学校２校６名）、高大生
のインターンシップ生の受入（高校１校１名、大学
１校１名）を実施した。
　ＪＩＣＡ研修の参加者は、海外各国の博物館・文
化財担当者（エジプト、パレスチナ計４名）であっ
た。彼らの知的要求を把握し、それに応え得るメ
ニューが果たして用意できているかどうか、毎年試
行錯誤を繰り返しながら実施している。
　中学生の職場体験は、働くことの体験を基本とし
て、生徒の力量に応じて適宜体験内容に変更修正を
加えながら実施している。メニューとして遺物の洗
浄・接合・拓本等の基本作業に加え、遺構・遺物の
デジタルトレースや資料の梱包整理作業、レポート
作成などを提供しているが、興味をもつメニューが
多岐にわたっているのが最近の特徴である。
　高大生のインターンシップ受入では、中学生より
も幅広く文化財保護行政に関する業務を体験できる
よう実施しており、発掘から出土資料の展示、博物
館運営などにも一定の理解を得ていただくことを目
指している。
■発掘調査等の公開事業
　河内長野市所在の鳩原東端遺跡の現地公開を実施
した。縄文時代の落とし穴や府内でも珍しい早期の
押型文土器、前期の石器などの遺構・遺物を公開し、
多数の地元住民の見学があった。
　その他、現地公開のできなかった遺跡についても
発掘調査成果を大阪府ホームページに公開している。
　調査事務所ロビーには府下出土の古墳時代の埴輪
資料や弥生時代の土器資料などを展示しており、隣
接する小谷城郷土館と連携するなどして、団体から
要望があれば展示案内を実施している。
　そのほか、新たに建設した和泉池上収蔵庫では、
一部スペースを用いて遺跡出土の井戸に転用された
古墳時代準構造船の船材や各時代土器資料などの収
蔵展示を行い、隣接する大阪府立弥生文化博物館と
連携し、特別公開を実施した。また、実物資料に触
れるコーナーも併設した。今後も広く府民が文化財
に接することのできる機会を設けていきたい。
■調査成果の展示・関連講演等
　狭山藩陣屋跡の発掘調査成果を府立狭山池博物館
及び河内長野市立ふるさと歴史学習館で速報的にス

文化財調査事務所での普及・啓発・公開事業

図66　中学生の職場体験

図65　河内長野市鳩原東端遺跡の現地公開

図68　和泉池上文化財収蔵庫の特別公開

図67　大学生のインターンシップ受入
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ポット展示した。高石市立図書館郷土資料室では「古
墳が好き！埴輪が好き！！高石の古墳と埴輪の魅力
を探る」と題して、大園古墳や富木車塚古墳の出土
資料及び関連遺物の展示を行った。今回の展示は高
石市教育委員会・公益財団法人大阪府文化財セン
ター、府立近つ飛鳥博物館と共催で実施し、関連し
て同市図書館で開催された公民館講座で講演した。
また、平成25年度末から実施していた大阪府立弥
生文化博物館内の弥生プラザにおける大阪府所蔵の
四條畷市雁屋遺跡出土遺物の展示では、秋季に地元
四條畷市教育委員会所蔵の雁屋遺跡出土資料と一部
交換貸出を行い、府市共同展示を実施した。近つ飛
鳥博物館の冬季特別展には、和泉市の和泉寺跡・府
中遺跡と河内長野市の鳩原遺跡の遺物を出展し、関
連講座で担当者が講演を行った。
■出かける博物館事業（講演・遺跡案内・イベント
の応援
　各団体が実施する講座への講師要請をうけて職員
を 派 遣 し た。2014年 度 は21件（2013年 度28件、
2012年度16件）。担当者は９名（2013年度は７名）。
　職員の研究や業務の実績に基づく講演依頼に対し
て、できる限り応じている。講演活動などを主宰す
る多様な団体個人や学校教育と、行政との協働が重
要である。
■大阪府ホームページでの調査成果公開
　大阪府ホームページ開設時から文化財保護課の
ページで埋蔵文化財情報として調査成果を公開して
きたが、さらに充実させ、2013年度から2014年度
にかけては「学校に眠る遺跡」コーナーを新設し、
過去の府立高等学校関係の調査成果を計15件

（2013年度５件、2014年度は10件）公開した。同
内容は大阪府の府教委ニュースにも記載し、組織内
にも広報している。今後も府民が広く接することが
可能な方法によって、成果を公開することが重要で
ある。
■その他の事業（研究活動等）
　継続的に資料閲覧や資料調査に来所する個人や団
体に対して、資料を公開し協働して調査研究の発展
を図っている。また、調査事務所において府所蔵資
料を対象にした研究会が開催された。
　本府においては未公表も含め、重要資料を多数保
管している。今後、多様な機会をとらえてこれら資
料を公開しその研究成果について、本年報での資料
紹介などをおこなっていきたい。� （小浜　成）

図72　テーマ展示（高石市立図書館内郷土資料室）

図71　調査成果展示（河内長野市立くろまろ館）

図70　調査成果展示（大阪府立狭山池博物館）

図69　和泉池上文化財収蔵展示の見学風景
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表４　平成26年度　文化財調査事務所での普及・啓発・公開事業一覧（１）

事 業 事　　　　業　　　　名 実施年月日 実　施　場　所 内　　　　　　容 対　　象 備　　　考

研　
　

修

大阪府文化財愛護推進委員全体研修会 2014年6月27日 日本民家集落博物館 岩手県への震災派遣報告
大阪府文化財愛護
推進委員

国際協力機構 （ＪＩＣＡ） 研修
2014年7月14日

～18日
調査事務所ほか

博物館学集中コース 「考古資料の発掘と
保存管理」

ＪＩＣＡ研修生 （エ
ジプト ・ パレスチナ
各2名）

インターンシップ （高校生）
2014年7月23

～25日
調査事務所ほか 文化財保護課調査事務所の業務実習

堺工科高等学校
希望者

インターンシップ （大学生）
2014年9月1日

～9月12日
調査事務所ほか 文化財保護課調査事務所の業務実習

同志社大学
希望者

職場体験学習 （中学生） 2014年11月13 ・ 14日 調査事務所 文化財保護課調査事務所の業務体験
赤坂台中学校
体験希望者

職場体験学習 （中学生） 2015年2月4～6日 調査事務所 文化財保護課調査事務所の業務体験
福泉南中学校
体験希望者

発
掘
調
査
等
の
現
地
公
開

調査事務所展示解説 2014年5月22日 調査事務所 梅北健友会 会員他

鳩原東端遺跡現地公開 2014年9月11日 河内長野市鳩原現地
圃場整備事業に先立つ発掘調査成果の
現地説明

一般
文化財保護課ホームページ
埋蔵文化財情報でも公開

大阪府文化財収蔵庫の特別公開 2014年10月25 ・ 26日 和泉池上文化財収蔵庫 収蔵展示案内 一般
大阪府ホームページ催し案
内でも公開
弥生文化博物館と連携

文化財調査事務所ロビー展示見学 2015年1月22日 調査事務所 ロビー展示案内
堺市茶山台小学校
3年生

文化財調査事務所ロビー展示見学 2015年1月30日 調査事務所 ロビー展示案内
社会福祉法人ちぐ
さの森　おおとり保
育園

文化財調査事務所ロビー展示見学 2015年2月6日 調査事務所 ロビー展示案内
堺市立若松台小学
校

出
か
け
る
博
物
館
事
業

（
展
示

・
関
連
講
演
等
）

弥生プラザ展示 「雁屋遺跡　北河内の
弥生時代拠点集落」

2014年3月4日
～2015年1月30日

弥生文化博物館
府立四條畷高校用地出土方形周溝墓出
土遺物などを展示

一般
四條畷市歴史民俗資料館と
の 共 同 展 示 （2014年10月7
日～12月18日）

府立狭山池博物館展示 「狭山藩陣屋跡
の発掘調査成果 -発掘された大手筋-」

2014年4月19日
～5月18日

狭山池博物館
平成25年度に実施した狭山藩陣屋跡の発
掘調査成果速報展

一般
大阪狭山市教育委員会と狭
山池博物館との共催事業

河内長野市立ふるさと歴史学習館 「狭
山藩と河内長野－狭山藩陣屋跡の発掘
調査成果と河内長野の資料展－」

2014年5月21日
～7月13日

河内長野市立ふるさと
歴史学習館

平成25年度に実施した狭山藩陣屋跡の発
掘調査成果速報展

一般
河内長野市教育委員会、 大
阪狭山市教育委員会との共
催事業

「狭山藩と河内長野－狭山藩陣屋跡発
掘調査成果と河内長野の資料展－」 講
演会

2014年6月21日
河内長野市立ふるさと
歴史学習館

「狭山藩陣屋跡の発掘調査成果」 一般
河内長野市立ふるさと歴史
学習館展示関連

高石市立図書館郷土資料室展示
「古墳が好き！埴輪が好き！！高石の
古墳と埴輪の魅力を探る」

2014年11月5日
～2015年1月29日

高石市立図書館郷土資
料室 （アプラ高石４階）

埴輪やその他の出土品から、 古墳におけ
る葬送儀礼を考える

一般
高石市教委 ・ （公財） 大阪
府文化財センター ・ 近つ飛
鳥博物館と共催

高石市立中央公民館事業 「ヤマト王権
と埴輪のマツリ」

2014年11月7日
高石市立図書館本館視
聴覚室

高石大園古墳の埴輪などからヤマト王権
の埴輪のマツリの実態について迫る

一般
高石市立図書館郷土資料室
展示関連

おおさかを掘る－最新発掘調査の成果
－

2015年2月22日 近つ飛鳥博物館 「鳩原遺跡－4400年前のムラ－」 一般
鳩原遺跡、 和泉寺跡 ・ 府中
遺跡出土遺物を近つ飛鳥博
物館に貸出

出

か

け

る

博

物

館

事

業

（

講

演

・

遺

跡

案

内

等

）

泉北すえむら文化財歴史講座 2014年4月13日
堺市立泉北すえむら資
料館

「ヤマト王権と出雲」 一般

泉北すえむら文化財歴史講座 2014年10月12日
堺市立泉北すえむら資
料館

『魏志』 倭人伝を読む① 「倭国への道の
り　対馬 ・ 壱岐 ・ 伊都 ・ 奴国などの発掘」

一般

泉北すえむら文化財歴史講座 2014年10月26日
堺市立泉北すえむら資
料館

『魏志』 倭人伝を読む② 「倭人の風俗　
中国人が見た驚きの倭国」

一般

泉北すえむら文化財歴史講座 2014年11月9日
堺市立泉北すえむら資
料館

『魏志』 倭人伝を読む③ 「卑弥呼の登場
　倭国大乱、 魏国遣使、 卑弥呼の死など」

一般

堺市博物館連続講座 2014年5月11日 堺市博物館
「七観古墳と城ノ山古墳－帯金具からみた
百舌鳥古墳群－」

一般

堺市博物館連続講座 2014年10月11日 堺市博物館 「陶邑窯跡群と百舌鳥古墳群」 一般

堺自由の泉大学 2014年8月7日 堺市立女性センター
ちまたの考古学
道路と交通から堺を探る

講座応募者

堺自由の泉大学 2015年2月5日 堺市立女性センター 土師氏と堺 講座応募者

堺自由の泉大学 2015年3月5日 堺市立女性センター 堺の酒造り 講座応募者

トンボの眼の会講座 2014年11月24日
千代田区立日比谷図書
文化館コンベンション
ホール

応神天皇の実在性① 「応神天皇の実在
性と四世紀末の内乱」

会員

トンボの眼の会講座 2014年12月21日
千代田区立日比谷図書
文化館コンベンション
ホール

応神天皇の実在性② 「渡来人の流入と婚
姻」

会員

狭山池博物館講演会 2014年5月17日 狭山池博物館 「狭山藩陣屋跡の発掘調査成果」 一般

考古学研究会関西例会 2014年7月26日 龍谷大学大宮学舎 「岩手県の復興調査の現状と課題」 会員他 第189回例会
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表４　平成26年度　文化財調査事務所での普及・啓発・公開事業一覧（２）

事 業 事　　　　業　　　　名 実施年月日 実　施　場　所 内　　　　　　容 対　　象 備　　　考

  

出
か
け
る
博
物
館
事
業

（
講
演

・
遺
跡
案
内
等
）

自主学習グループ 「みち」 講演会 2014年8月30日 岸和田市立公民館 「応神天皇の実在性」 一般

大阪府高齢者大学校　大阪の史跡探訪
科講義

2014年12月10日 大阪府建団連会館ビル
「国庫補助調査事業 「歴史の道」 （大阪
府編） に携わって」

受講生

大阪府立近つ飛鳥博物館　平成26年度
冬季特別展調査報告会

2015年2月22日
大阪府立近つ飛鳥博物
館

「河内長野市鳩原遺跡の調査－縄文時代
の集落」

一般

大阪府立弥生文化博物館　弥生フェス
ティバル連続講演会 「いま甦る卑弥呼
の衣 ・ 食 ・ 住」

2015年3月28日
大阪府立弥生文化博物
館

「卑弥呼の食卓－弥生のたべもの－」 一般

いちょうコンソーシアム遺跡見学 2014年5月20日 現地
狭山池ウォーク （狭山池周辺遺跡等見学
案内）

会員他

第138回奈良学文化講座 2014年9月6日 日本青年館大ホール
「“ヒミコの鏡”、魏から贈られた「銅鏡百枚」
のゆくえ」

一般

考古学文献を読む会 2015年1月11日 エル大阪 「継体天皇大和入りの反対勢力を考える」 会員

枚方古代史の会 2015年2月15日
枚方市楠葉生涯学習市
民センター

「継体天皇大和入りの反対勢力を考える」 会員

出
か
け
る
博
物
館
事
業

（
イ
ベ
ン
ト
応
援
等
）

弥生文化博物館　夏休みフェスタ 2014年8月23 ・ 24日 弥生文化博物館 土器パズル等イベント応援 一般

弥生文化博物館　土器パズル体験 2014年10月25 ・ 26日 弥生文化博物館 土器パズル等イベント応援 一般 和泉市商工まつり

弥生文化博物館　土器パズル体験 2014年11月15 ・ 16日 弥生文化博物館 土器パズル等イベント応援 一般 関西文化の日

近つ飛鳥博物館　うめまつり
安藤忠雄氏講演会

2015年2月28日 近つ飛鳥博物館 近つ飛鳥を梅いっぱいに 一般 近つ飛鳥梅いっぱい委員会

弥生フェスティバル 2015年3月25 ・ 26日 弥生文化博物館
弥生文化博物館無料開放
体験屋台村等イベント応援

一般

そ
の
他
研
究
会
等

関西縄文文化研究会 2014年7月26日 文化財調査事務所 鳩原遺跡出土の縄文土器 ・ 石器の検討 研究者 2014年７月例会

第3回東アジア鉄器研究ワークショップ 2015年2月7日 文化財調査事務所 大県遺跡出土鍛冶関連資料の検討 研究者
愛媛大学東アジア古代鉄文
化研究センター主催

なにわなんでも大阪検定　作問委員会 2014年5月8日 大阪商工会議所 検定作問とその検討 作問委員他

文

化

財

保

護

課

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

の

調

査

成

果

公

開

長原遺跡 2014年1月～6月調査
埋蔵文化財情報
発掘調査情報

水道事業に伴う調査
古墳時代の方墳、 飛鳥時代の溝、 平安 ・
鎌倉時代の畑などを発見

一般

鳩原東端遺跡
2014年6月 ・ 7月

～9月調査
埋蔵文化財情報
発掘調査情報

農村振興総合整備事業に伴う調査
縄文時代の落とし穴を検出、 早期の押型
文土器、 前期の石鏃などが出土

一般

桜塚古墳群
2013年11月

～2014年8月調査
埋蔵文化財情報
発掘調査情報

豊中警察署建て替えに伴う調査
谷埋土から埴輪片、 祭祀用の儀仗、 矢柄
など古墳時代の遺物が出土

一般

久宝寺遺跡
2014年9月
～11月調査

埋蔵文化財情報
発掘調査情報

久宝寺緑地内雨水排水管敷設工事に伴う
調査
古墳時代前期の水田畦畔などを検出

一般

大坂城跡 2014年9月18日
埋蔵文化財情報
出土資料紹介

大坂城跡から出土したものさし－はかる道
具　その１－

一般

大坂城跡 2014年10月27日
埋蔵文化財情報
出土資料紹介

大坂城跡から出土した京枡－はかる道具
　その２－

一般

稲葉遺跡 2014年4月25日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

たまがわ高等支援学校 一般 府教委ニュースに掲載

新庄遺跡 2014年5月23日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

茨木高等学校 一般 府教委ニュースに掲載

川北遺跡 2014年6月23日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

藤井寺支援学校 一般 府教委ニュースに掲載

萱振遺跡 2014年7月29日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

八尾北高校 一般 府教委ニュースに掲載

交野車塚古墳群 2014年8月27日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

交野高等学校 一般 府教委ニュースに掲載

銭塚古墳 2014年10月1日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

堺支援学校 一般 府教委ニュースに掲載

暮坂古墳 2014年10月27日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

能勢高等学校 一般 府教委ニュースに掲載

谷川遺跡 2014年11月30日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

富田林高等学校 一般 府教委ニュースに掲載

平尾遺跡 2015年1月5日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

美原高等学校 一般 府教委ニュースに掲載

堺環濠都市遺跡 2015年1月27日公開
埋蔵文化財情報
学校に眠る遺跡

泉陽高等学校 一般 府教委ニュースに掲載
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１．調査・研究等の検討会
第１回　2014年５月14日（水）
「芹生谷（せるたに）遺跡の発掘成果」� 山田隆一
第２回　2014年６月11日（水）
「狭山藩陣屋跡の発掘調査成果」� 竹原伸次
第３回　2014年７月９日（水）
「長原遺跡の調査―東部水道立坑築造工事に伴う」
� 松岡良憲
第４回　2013年９月10日（水）
「桜塚古墳群の調査」� 岡田　賢
第５回　2014年10月８日（水）
「鳩原遺跡の調査成果―縄文時代を中心に―」
� 林日佐子
第６回　2014年10月15日（水
「防災研修」� 横田　明
第７回　2014年11月12 日（水）
「大県遺跡の発掘調査概要―大県遺跡・東高野街道」
� 杉本清美
第８回　2014年12月10日（水）
「河内御嶺山古墳と河内飛鳥寺」� 山本　彰
第９回　2015年１月14日（水）
「マムシ谷窯址・寺田遺跡の調査成果」� 林日佐子
第10回　2015年３月11日（水）
「世界遺産登録推薦書の最新情報」� 福田英人
「地形図と考古学―斜めの道を考える」� 阪田育功

２．所蔵資料
■埋蔵文化財（各収蔵庫・整理箱数）
（１）北部収蔵庫（摂津市鳥飼中）� 3,276箱

平成26年度検討会及び資料

平成26年度大阪府教育委員会文化財保護課刊行物一覧

（２）東大阪収蔵庫（東大阪市長田東）� 46,675箱
（３）泉北収蔵庫（高石市綾園）� 36,036箱
（４）文化財調査事務所（堺市南区竹城台）
� 6,689箱
（５）泉佐野収蔵庫（泉佐野市日根野）� 41,981箱
（６）近つ飛鳥博物館（河南町大字東山）� 7,762箱
■民俗文化財
（１）谷口家資料� 221点
（２）上辻家資料� 132点
（３）守田コレクション� 200点
（４）上平家資料� 150点
（５）畑野家資料� 68点
（６）三宅家資料� 一括
（７）大恩寺資料� 一括
（８）前西家資料� 22件
■美術工芸品
（１）田中家文書一括� ５箱4100点
（２）「府立大阪博物場」資料
・旧蔵美術工芸品（大阪府指定文化財） � 277点
・古銭（大阪府指定文化財）� ４箱3,078点
・その他博物場資料　　　一括
■写真・図面その他資料（文化財調査事務所）
（１）図面資料� 一括
（２）写真資料� 一括
（３）台帳� 一括
（４）パネル� 一括
■図書（文化財調査事務所他）
（１）調査報告書他� 一括

大阪府埋蔵文化財報告
2014−１　『芹生谷遺跡Ⅳ』
2014−２　『�寺田遺跡Ⅳ－府営和泉寺田住宅建て替

えに伴う発掘調査―』
2014−３　『�東奈良遺跡―府営茨木東奈良エレベー

ター設置事業に伴う発掘調査―』
2014−４　『�安威城跡Ⅲ－主要地方道茨木亀岡線道

路整備工事に伴う発掘調査―』
2014−５　『�和泉寺跡・府中遺跡Ⅲ－都市計画道路

大阪岸和田南海線整備事業に伴う発掘
調査―』

2014−６　『�狭山藩陣屋跡Ⅱ－一般府道河内長野美
原線の交通安全事業に伴う発掘調査
―』

概要報告
『鳩原遺跡他発掘調査概要』
『鳩原東端遺跡発掘調査概要』
年報
『大阪府教育委員会文化財調査事務所年報18』
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平成26年度資料貸出・掲載・閲覧事業一覧

表５　実物資料・複製資料長期貸出

件数 申　　請　　者 遺　　跡 資　料　内　容　／ 点　数 目的 （展示内容等）

1 国立歴史民俗博物館 池上曽根遺跡
石庖丁3

計3点

総合展示 （「稲と倭

人」）

2 大阪府立狭山池博物館

池尻城跡

大和川今池遺

跡

冑金1

鋤1

計2点

常設展示 （「中世の土

地開発と狭山池」）

3

大阪府立男女共同参画

・ 青少年センター （ドー

ンセンター）

大坂城跡

美濃焼8 （小鉢1 ・ 天目茶碗1 ・ 鉄釉丸碗1 ・ 鉄釉皿2 ・ 灰釉折

縁皿1 ・ 灰釉菊皿1 ・ 灰釉皿1）、 志野2 （向付1 ・ 皿1）、 中国製

2 （白磁1 ・ 青花皿1）、 ベトナム製色絵皿1、 金箔瓦4

計17点

常設展示 （リフレッシュ

コーナー）

4 大阪府立三国丘高等学校 向泉寺跡

軒丸瓦10、 軒平瓦8、 鬼瓦3、 雁振瓦1、 瓦器埦7、 土師皿11、

備前焼摺鉢1、 土師質羽釜1、 陶磁器5、 硯1

計48点

授業 ・ 展示

5 大阪府立茨田高等学校 茨田安田遺跡

弥生土器壺2、 須恵器15 （杯5 ・ 高杯3 ・ 埦1 ・ 甕4 ・ こね鉢1 ・

その他1）、 韓式系土器甕1、 土師器13 （壺3・甕2・高杯3・埦1・

皿4）、 瓦器34 （埦31 ・ 皿1 ・ 火鉢1 ・ 釜1）、 磁器碗2、 砥石1、

木製品5 （下駄2 ・ 箸2 ・ 人形首1）、 土錘1、 キセル1、 加工骨1

計76点

授業 ・ 展示

6 大阪府立四條畷高等学校

更良岡山遺跡

雁屋遺跡

円筒埴輪3、 須恵器3 （短頸壺1、 壺1、 提瓶1）

弥生土器32 （壺7 ・ 長頸壺1 ・ 無頸壺1 ・ 無頸壺蓋1 ・ 手焙り形2 ・

高杯3 ・ 甕7 ・ 器台3 ・ 鉢3 ・ 鉢蓋1 ・ 台付鉢2 ・ 台付甕1）、 黒色

土器椀1、 土師器壺2、 須恵器7 （平瓶1 ・ 無蓋高杯1 ・ 杯身2 ・

杯蓋1 ・ はそう1 ・ 壺1）、 砥石4、 石鏃5

計57点

授業 ・ 展示

7 大阪府立八尾北高等学校 萱振遺跡

弥生土器4 （壺1 ・ 長頸壺1 ・ 無頸壺１ ・ 壺蓋１）、 土師器壺１、

須恵器5 （有蓋高杯1 ・ 高杯蓋1 ・ 杯身1 ・ 杯蓋1 ・ はそう1）、 円

筒埴輪1、 蓋形埴輪6、 勾玉4、 紡錘車2、 臼玉8

計31点

授業 ・ 展示

8 大阪府立茨木高等学校 新庄遺跡
弥生土器9(壺2 ・ 甕2 ・ 鉢2 ・ 蓋3）、 磨製石斧5

計14点
授業 ・ 展示

9 能勢町教育委員会

上椿遺跡

尾道遺跡

九ノ坪遺跡

大里遺跡

須恵器甕1

須恵器4 （杯身1 ・ 杯蓋2 ・ 円面硯1） ､土師器高杯1

黒色土器椀2、 土師器小皿3

弥生土器8 （壺1 ・ 甕3 ・ 無頸壺1 ・ 鉢1 ・ 蓋1 ・ 高杯1）、 土師器

7 （壺1 ・ 甕3 ・ 器台1 ・ 杯2）、 須恵器5 （杯2 ・ 甕3）、 石庖丁4、

石斧3、 石錘1、 石鏃7

計46点

能勢町歴史資料室（能

勢町ふるさと会館内）

常設展示

10 豊能町教育委員会 余野城跡

瓦器19 （椀7・破片12）、 土師器8 （皿4・皿破片2・小皿破片2）、

中世陶器破片2、 備前擂鉢3、 丹波焼甕破片1、 羽釜破片1、 砥

石1

計35点

豊能町立郷土資料館

常設展示

11 吹田市立博物館 吉志部瓦窯
軒丸瓦1、 平瓦1、 緑釉陶器片2、 緑釉瓦片6、 窯道具6

計16点

常設展示 （「桓武朝平

安宮瓦窯」）

12 藤井寺市立図書館 三ツ塚古墳
小型修羅1点

計１点

図書館展示室常設展

示

13 堺市立みはら歴史博物館 余部遺跡

瓦器33 （椀27 ・ 皿6）、 土師器皿1、 瓦質羽釜1、 鋳型片29、 鞴

羽口18、 鉄製刀子1、 青銅製品2、 鉄塊系遺物7、 砥石7

計99点

常設展示 （「河内鋳物

師」）
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14 太子町教育委員会

伽山古墓

伽山遺跡

銀製帯金具 （レプリカ） 一式

須恵器4 （杯身1 ・ 高杯1 ・ 器台2）、 土師器2 （杯1 ・ 高杯1）

計7点

太子町立竹内街道歴

史資料館常設展示（第

２展示室）

15
泉大津市立池上曽根弥生

学習館
池上曽根遺跡

炭化米 （No.286） １ケース

計1ケース
常設展示

16 和泉市教育委員会

府中遺跡

坂本寺跡

大園遺跡

池田寺跡

信太寺跡

和泉寺跡

池上曽根遺跡

弥生土器12(高杯1 ・ 壺7 ・ 甕2 ・ 蛸壺形土器2)

軒丸瓦6、 軒平瓦5

有舌尖頭器2、 子持勾玉2、 滑石製勾玉1、 紡錘車1

文字瓦6、 軒丸瓦8、 軒平瓦１、 石製巡方1

平瓦 （人物画像） 1、 文字瓦4、 軒丸瓦点1、 軒平瓦1

平瓦2、 軒平瓦1、 軒丸瓦3

弥生土器15 （甕1 ・ 水差形土器1 ・ 高杯3 ・ 鉢3 ・ 壺7）、 木製品

24 （男茎<レプリカ>1 ・ 広鍬<レプリカ>1 ・ 高杯1 ・ 把手付鉢1 ・

鉢1 ・ 斧の柄1 ・ 布巻具1 ・ 用途不明品1 ・ 小型四脚付盤2 ・ 臼1 ・

臼<レプリカ>1 ・ 杓子2 ・ 杓子<レプリカ>1 ・ 鋤3 ・ 鍬<レプリカ>1 ・

簪5）、 石製品23 （錘2 ・ 大型石庖丁2 ・ 環状石斧2 ・ 石斧9 ・ 石

槍5 ・ 投弾3）、 ヒスイ勾玉1点、 管玉5、 ガラス玉片3、 イノシシ

の下顎骨1、 鹿角1、 骨製ヤス2、 骨器未製品5、 銅鏃2、・ 八稜

鏡1

計136点 ・ レプリカ5点

和泉市いずみの国歴

史館常設展示

17
宮崎県立西都原考古

博物館
陶邑窯跡群

須恵器109

計109点

常設展示コーナー

（「考古学研究所」）

18 吉志部神社 吉志部瓦窯
軒丸瓦1、 軒平瓦1、 緑釉瓦片2、 トチン2

計6点

社務所玄関ロビーに

展示

19 交野市教育委員会 大谷窯跡

須恵器25 （杯身14 ・ 杯蓋9 ・ 甕1 ・ 脚部1）、 須恵器片21袋 （遺

物袋）、 埴輪片3

計49点(遺物袋数を含む）

交野市立教育文化会

館内歴史民俗資料展

示室常設展示

20 大阪狭山市教育委員会 池尻城跡

瓦器27(椀13 ・ 椀片6 ・ 皿8)、 青磁4、 土釜6、 土師器11 （皿10 

・ 壺1）、 須恵器11、 瓦質釜2、 東播系鉢1、 陶器甕2、 備前甕1、

常滑甕3、甕2、軒丸瓦3、軒平瓦2、瓦器椀片・土師器片7袋 （遺

物袋）

計82点 （遺物袋数を含む）

大阪狭山市立郷土資

料館常設展示

21 箕面市教育委員会 箕面経塚

和鏡3、 銅銭4、 青白磁合子3 （蓋1・身2）、 青白磁子壺3 （蓋1・

身2）、 褐釉壺1

計14点

箕面市立郷土資料館

常設展示

22 奈良国立博物館

新堂廃寺

河内寺

百済寺

高宮廃寺

軒丸瓦7、 鴟尾片2、 棰先瓦1

軒丸瓦2、 軒平瓦2

軒丸瓦1

軒丸瓦1

計16点

常設展示 （「仏教考古

及び歴史考古の名

品」）

23 大阪府教育センター 陶邑窯跡群

須恵器26 （瓶子2 ・ 短頸壺1 ・ 長頸壺1 ・ 蛸壺1 ・ 杯身8 ・ 杯蓋5 ・

平瓶1 ・ 提瓶1 ・ 高杯身1 ・ 高杯蓋1 ・ 甕1 ・ 擂鉢1 ・ 無蓋高杯1 ・

はそう1)

計26点

展示 （別館１階）

24 高石市教育委員会 大園遺跡

須恵器 ・ 土師器 ・ 家形埴輪 ・ 朝顔形埴輪 ・ 円筒埴輪 ・ 瓦器 ・

羽釜 ・ 軒丸瓦 ・ 土錘 ・ 蛸壺 ・ 石器類 ・ 馬歯などコンテナ110箱

計整理箱110箱

再整理 ・ 公開活用

25 高槻市教育委員会
太田茶臼山古

墳

円筒埴輪3

計3点

高槻市立今城塚古代

歴史館常設展示

26 九州国立博物館 法蓮坂遺跡
「當氏之印」 1

計1点

常設展示 （「海の道、

アジアの路」
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表６　実物資料・複製資料短期貸出
件数 申　　請　　者 遺　　跡 資　料　内　容　／ 点　数 目的 ( 展示内容等）

1 大阪府教育委員会 陶邑窯跡群
須恵器7 （はそう1 ・ 高杯1 ・ 杯身3 ・ 杯蓋2）

計7点

大阪府東京事務所で百

舌鳥 ・ 古市古墳群世界

文化遺産登録推進の取

組み広報

2
島根県立古代出雲歴史

博物館

安威遺跡

応神陵古墳

土師器5 （甑2 ・ 高杯1 ・ 鉢1 ・ 甕1）、 須恵器7 （杯1 ・ 器台他6）

円筒埴輪片2

計14点

企画展 「倭の五王と出

雲の豪族」

3 柏原市立歴史資料館

田井中遺跡

池島 ・ 福万

寺遺跡

浮線文土器1、 縄文線刻土器3

浮線文土器1

計5点

夏季企画展 「縄文から

弥生へ－船橋遺跡の縄

文絵画土器が語るもの

－」

4 赤穂市教育委員会

陶邑窯跡群

TK13号窯

須恵器19 （はそう1 ・ 提瓶1 ・ 杯蓋2 ・ 杯身3 ・ 高杯蓋1 ・ 高杯5 ・

甑1 ・ 筒形器台2 ・ 高杯形器台2 ・ 甕1）

計19点

特別展 「蟻無山古墳の

時代－播磨に渡来人き

たる－」

5 大阪府立近つ飛鳥博物館

大園遺跡

小島東遺跡

観音寺遺跡

淡輪遺跡

田井中遺跡

池上曽根遺跡

木の本遺跡

蔀屋北遺跡

蛸壺1

棒状土製品3

蛸壺3

石棒1、 石錨1、 石錘4

土錘40

飯蛸壺14、 石庖丁1

弥生土器2 （壺1 ・ 小型壺1）、 土錘8

井戸枠転用船材1、 須恵器3 （壺1． 高杯蓋1 ・ 有蓋高杯1）、 製

塩土器11

計93点

夏季企画展 「大阪平野

はむかし、 海だった－

海に生きた大阪の古代

人－」

6
和歌山県立紀伊風土記

の丘

堂山1号墳

総持寺遺跡

蔀屋北遺跡

西小山古墳

須恵器8 （高杯蓋2 ・ 有蓋高杯2 ・ はそう1 ・ 把手付椀1 ・ 直口壺

1 ・ 高杯形器台1）

紡錘車1、 杯蓋1、 杯身1、 把手付椀1

有蓋高杯1、 壺2、 把手付椀1、 杯身2、 樽形はそう1、 当て具1、

U字形土製品1

淡輪系円筒埴輪2、 蓋形埴輪3

計26点

特別展 「須恵器誕生－

新しい土器は古墳時代

をどう変えたか」

7 葛城市歴史博物館

池島 ・ 福万寺

遺跡

コウノトリ足型1

計1点

特別展 「葛城とヤマトタ

ケル伝説－古代人が残

した鳥の造形－」

8
高槻市立今城塚古代

歴史館
蔀屋北遺跡

井戸E090806井戸枠部材 （船材転用） 1、 アカ取り1、 舷側板1、

竜骨1

計4点

秋季特別展 「古墳時代

の船と水運」

9 大阪府立近つ飛鳥博物館 東郷遺跡
特殊器台形埴輪1

計1点

秋季特別展 「箸墓以降

－邪馬台国連合から初

期ヤマト政権へ－」



35

10 高槻市立しろあと歴史館

池尻城跡

高槻城跡

大坂城跡

冑金1

金箔押軒平瓦1

金箔押軒丸 ・ 軒平 ・ 飾瓦片14、 金箔押桐文軒丸瓦1、 金箔押

三葉文軒平瓦1、金箔押桐文飾瓦1、天正12 （1584） 年銘平瓦1、

分銅1、 笄1、 鍔1

計23点

秋季特別展 「戦国

大阪の城－動乱の時代

と天下統一－」

11 徳島市立考古資料館 蔀屋北遺跡
木製鞍 （レプリカ） 1

計1点

特別企画展 「馬、 かけ

る」

12 八尾市立歴史民俗資料館 大坂城跡

元亀三年銘入り丸瓦1、 陶磁器13 （中国輸入青花皿3・白磁皿1・

瀬戸･美濃焼皿1 ・ 瀬戸･美濃焼椀2 ・ 瓦質土器2 ・ 土師器皿1 ・

備前焼擂鉢1 ・ 瓦質甕形土器1 ・ 備前焼水滴1）、 金属製品9 （飾

り金具1 ・ 金銅製玉杓子1 ・ 銭貨2 ・ 毛抜き1 ・ 切羽1 ・ 庖丁1 ・

簪2）

計23点

特別展 「変わる寺内町

像－発掘調査の成果か

ら－」

13
四條畷市立歴史民俗

資料館

砂遺跡

雁屋遺跡

蔀屋北遺跡

土偶2

鳥形木製品1、 シャーマン線刻土器1

琴1、 琴柱3、 スリザサラ1、 卜骨1、 動物遺体9 （ウマ1・イヌ8）、

井戸494出土土器11

計30点

特別展 「まじないと人－

北河内における縄文時

代から安土桃山時代の

祭祀遺跡－」

14
太子町立竹内街道歴史

資料館
お亀石古墳

平瓦1

計1点

企画展 「聖徳太子没年

をめぐる古代学」

15 堺市立みはら歴史博物館
岡二丁目

所在遺跡

炉壁片4、 鋳型片8、 フイゴの羽口2、 足付羽釜1、 瓦器6、 東播

系須恵器すり鉢1、 青磁椀破片2、 白磁壺破片1

計25点

特別展 「河内鋳物師の

誇り－鍋 ・ 釡づくりの名

人たち－」

16 大阪府立近つ飛鳥博物館

鳩原遺跡

和泉寺跡

・ 府中遺跡

縄文土器11、 石刀1、 石錘4、 石鏃2、 スクレーパー4、 磨製石

斧1、 敲石1、 磨石1、 石匙1、 石核1

淡路型器台5、 甕2、 壺2、 高杯1、 製塩土器1

計38点

冬季特別展 「歴史発掘

おおさか2014」

17 鈴鹿市考古博物館
池島 ・ 福万

寺遺跡

鈴5

計5点

企画展 「鈴－鈴の音、

鐘の音、 太鼓の響き－」

18 大阪歴史博物館 大坂城跡
元亀三年銘丸瓦1、 天正十二年銘平瓦1

計2点

特別展 「大坂－考古学

が語る近世都市－」

19 大阪府立弥生文化博物館

池島 ・ 福万

寺遺跡

東郷遺跡

萱振遺跡

画文帯同向式神獣鏡片1

特殊器台1

土器14

計16点

春季特別展 「卑弥呼」
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件数 依　頼　者 撮影 掲載 貸出 種　 類 遺　 跡 資　 料　 内　 容 ／ 点　 数 目　 的 ／ 掲　 載　 誌

1 龍田考古学会
掲載 ・

貸出
写真

池島 ・ 福万寺

遺跡

画文帯神獣鏡4

計4点
『先史学 ・ 考古学論究』 Ⅵ

2
柏原市立歴史

資料館

撮影 ・

掲載
写真 田井中遺跡

浮線文土器1

計1点

展示図録 『縄文から弥生へ－

船橋遺跡の縄文絵画土器が語

るもの－』

3
株式会社誠文

堂新光社

掲載 ・

貸出
写真 ・ 図面 蔀屋北遺跡

馬埋葬土坑1、 馬埋葬実測図1

計2点

生き物文化誌学会学会誌

『BIOSTORY』 第21号

4
河内長野市立

図書館
貸出 写真 鳩原遺跡

石刀出土状況1

計1点

図書館文化遺産講座 「河内長

野市史を読み解く～考古編前

期」 第2回 「最古の住居跡～縄

文時代の河内長野」

5
柏原市立歴史

資料館

撮影 ・

掲載
写真 田井中遺跡

縄文線刻土器3

計3点

展示図録 『縄文から弥生へ－

船橋遺跡の縄文絵画土器が語

るもの－』

6
赤穂市教育委

員会

掲載 ・

貸出
写真 堂山１号墳

須恵器集合1

計1点

特別展 「蟻無山古墳の時代－

播磨に渡来人きたる－」 刊行

物 ・ ポスター

7

株式会社

ニューサイエン

ス社

掲載 ・

貸出
写真 蔀屋北遺跡

土坑1483出土頭蓋骨右頬側面1

計1点

『月刊考古学ジャーナル』 2014

年7月号

8
茨木市史編さ

ん委員会

掲載 ・

貸出
写真 初田古墳

塼1

計1点

『新修茨木市史　第七巻　史料

編考古』

9
大阪府立中央

図書館
掲載 写真 岸和田城跡

岸和田城跡6

計6点

「歴史街道をめぐる大阪の魅力

再発見」 展示パネル

10
大阪府立近つ

飛鳥博物館

掲載 ・

貸出

掲載

写真

大園遺跡

陶邑窯跡群大

野支群

淡輪遺跡

田井中遺跡

池上曽根遺跡

木の本遺跡

蔀屋北遺跡

大園遺跡

男里遺跡

浅谷C底部遺物出土状況1

灰原遺物出土状況1、 須恵器窯灰原出土

遺物 （蛸壺） 1

石錨1、 石錘1

土錘集合1

遺跡東方から大阪湾を望む1、 第5面土器

群SX131遺物出土状態1

木の本遺跡から生駒山を望む1、 第4遺構

面東部1

製塩土器土坑 （A1135） 1、南西居住区 （A

調査区） 馬埋葬土坑1、 南西居住区 （E調

査区） 全景1、井戸 （E090805・090806） 1、

井戸 （E090805） 井戸枠内掘削状況1、 製

塩土器1

蛸壺 （稲丁） 1、 第2調査区航空写真西半

部1

河道2出土漁撈具 ・ 製塩土器1

計19点

夏季企画展 『大阪平野はむか

し、 海だった－海に生きた大阪

の古代人－』

11 個人 掲載 写真 蔀屋北遺跡

井戸B131000出土船材8、 井戸E090806出

土船材12、 井戸E090805出土船材1

計21点

『大阪府立弥生文化博物館研究

報告』 第7集

12
枚方市教育委

員会

掲載 ・

貸出
写真 ・ 図面

招堤中町遺跡

蔀屋北遺跡

はさみ山遺跡

招堤中町遺跡の各種石器1、 さまざまな弥

生土器1

蔀屋北遺跡の埋葬馬1

はさみ山遺跡の住居跡1、 小屋組復元図1

計5点

『郷土枚方の歴史』

表７　資料撮影、写真・図面等貸出・掲載
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13
茨木市史編さ

ん委員会

掲載 ・

貸出

掲載

写真

新庄遺跡

総持寺遺跡

福井遺跡

安威遺跡

桑原遺跡

初田古墳

新庄遺跡

福井遺跡

安威遺跡

弥生前期土器1、 平安時代土器1、 第6区

第5面主要遺構1、 SK128

出土土器1、 SK140出土土器1、 7-5 （SK9）

1、 7-5 （SL44･47･49） 1

B区北西部1、 2B住居 （8 ・ 9） 1、 中世屋

敷A1全景1、 中世屋敷A2建物 （83） 1

A区竪穴住居1全景1、 B区調査区南半分全

景1、 古墳周溝遺物出土状況1

調査地区全景1、第1群全景1、住居 （１） 1、

住居1竈遺物出土状況1、 住居1竈1、 住居

（2） 1、 住居 （3） 1、 出土遺物第1 ・ 2群8

調査地遠景1、 A3号墳陶棺身2、 竪穴式小

石室1、 A3号墳出土陶棺2、 A3号墳出土陶

棺3、 出土塼1、 古墳群全景1、 耳環とガラ

ス玉類1、 出土陶棺1

出土塼1

第6区第5面遺構検出状況1、丸瓦2、平瓦2、

石器4

E区竪穴住居 （1 ・ 2 ・ 3） 1、 土器9

古墳時代遺構全景1

計63点

『新修茨木市史　第七巻　史料

編考古』

14
株式会社碧水

社

掲載 ・

貸出
写真 岸和田城跡

遺構掘削状況1、 鋳造土坑Ⅱb-1出土鉄カ

ス1、 鋳造土坑Ⅱb-1出土フイゴ羽口1

計3点

『日本の城』 第87号

15
和歌山県立紀

伊風土記の丘

掲載 ・

貸出
写真

堂山1号墳

総持寺遺跡

蔀屋北遺跡

西小山古墳

陶邑窯跡群

神山遺跡

須恵器集合1、甲冑1、全景1、南西裾埴輪・

須恵器出土状況1

B地区全景1、 10号墳1

遺跡遠景1、 馬埋葬土坑1、 大溝E090001

全景1、 U字形板状土製品1

古墳全景1、 葺石 ・ 円筒埴輪列1、 出土遺

物 （須恵器ならびに円筒埴輪） 1

TK73、 74号窯遠景1、 TK73号窯全景1

調査区全景1

計16点

特別展 『須恵器誕生－新しい

土器は古墳時代をどう変えた

か』

16
茨木市史編さ

ん委員会
掲載 写真 見付山古墳

石室4

計4点

『新修茨木市史　第七巻　史料

編考古』

17
羽曳野市教育

委員会
貸出 図面等

誉田八幡宮 ・

神宮寺跡

図面類14、 調査日誌1、 遺物台帳1

計16点
埋蔵文化財発掘調査の参考

18
和歌山県立紀

伊風土記の丘
掲載 写真 一須賀2号窯

一須賀2号窯1

計1点

特別展 『須恵器誕生－新しい

土器は古墳時代をどう変えた

か』

19
大阪府立近つ

飛鳥博物館

掲載 ・

貸出
写真 東郷遺跡

特殊器台形埴輪1

計1点

秋季特別展 『箸墓以降－邪馬

台国連合から初期ヤマト政権へ

－』

20
高槻市立しろあ

と歴史館

撮影 ・

掲載
写真

池尻城跡

高槻城跡

大坂城跡

冑金1

金箔押軒平瓦1

金箔押軒丸 ・ 軒平 ・ 飾瓦片14、 金箔押桐

文軒丸瓦1、 金箔押三葉文軒平瓦1、 金箔

押桐文飾瓦1、天正12 （1584） 年銘平瓦1、

分銅1、 笄1、 鍔1

計23点

秋季特別展 『戦国大阪の城－

動乱の時代と天下統一－』

21
高槻市立今城

塚古代歴史館

撮影 ・

掲載

掲載
写真 蔀屋北遺跡

アカ取り1、 舷側板1、 竜骨1

井戸E090806井戸枠部材 （船材転用） 1

計4点

秋季特別展 『古墳時代の船と

水運』
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22
八尾市立歴史

民俗資料館

撮影 ・

掲載

掲載 ・

貸出

写真 大坂城跡

元亀三年銘入り丸瓦1、 陶磁器13 （中国輸

入青花皿3 ・ 白磁皿1 ・ 瀬戸･美濃焼皿1 ・

瀬戸･美濃焼椀2 ・ 瓦質土器2 ・ 土師器皿1 ・

備前焼擂鉢1 ・ 瓦質甕形土器1 ・ 備前焼水

滴1）、 金属製品9 （飾り金具1 ・ 金銅製玉

杓子1 ・ 銭貨2 ・ 毛抜き1 ・ 切羽1 ・ 庖丁1 ・

簪2）

石山本願寺時代の遺構検出面全景1、 石

山本願寺時代の柱穴と便所遺構検出状況

1

計25点

特別展 『変わる寺内町像－発

掘調査の成果から－』

23
株式会社雄山

閣

掲載 ・

貸出
写真 河内国分寺跡

塔跡全景1

計1点

『季刊考古学』 第129号 （特集

王権擁護の寺 ・ 国分寺）

24
徳島市立考古

資料館

掲載 ・

貸出
写真 蔀屋北遺跡

馬埋葬土坑1、 木製鞍1、 木製輪鐙1、 鑣

轡1

計4点

特別企画展 『馬、 かける』

25
上寺山古墳研

究会

撮影 ・

掲載
写真 上寺山古墳

須恵器20 （高杯蓋1 ・ 杯蓋4 ・ 杯身3 ・ 高

杯1 ・ 短頸壺2 ・ 提瓶3 ・ 平瓶1 ・ 子持ち壺1 ・

蓋1・つまみ付蓋1・盌1・壺1）、 土師器5 （杯

4 ・ 小形壺1）、 鉄製品38 （鉄鏃9 ・ 鉄刀1 ・

鉄剣5 ・ 鉄釘15 ・ 鎹4 ・ 刀子3 ・ 鉄斧1）、

馬具一式

計63点及び馬具一式

『上寺山古墳の研究』

26
橿原考古学研

究所友史会
掲載 写真 蔀屋北遺跡

木製輪鐙1

計1点

友史会遺跡地図シート36 「北河

内の遺跡１」

27
高槻市立しろあ

と歴史館

掲載 ・

貸出
写真

池尻城跡

高屋城跡

池尻城跡発掘現場と狭山池１

第2調査区埋貼磚の建物 （南から） 1 ・ 埋

貼磚の建物 （東から） 1、 第15調査区櫓

台全景 （調査前北西から） 1・櫓台全景 （調

査後北西から） 1

計5点

秋季特別展 『戦国大阪の城－

動乱の時代と天下統一－』

28
四條畷市立歴

史民俗資料館

掲載 ・

貸出

掲載
写真

蔀屋北遺跡

砂遺跡

雁屋遺跡

蔀屋北遺跡

普賢寺遺跡

井戸494井戸枠･掘方検出状況1、 井戸枠

内完堀状況1、 井戸枠下土坑遺物出土状

況1、 はそう （栓つき） 1

土偶1

鳥形木製品1、 シャーマン線刻土器1

琴柱2、 スリザサラ1

密教法具一式1

計11点

特別展 『まじないと人－北河内

における縄文時代から安土桃山

時代の祭祀遺跡－』

29
大阪府立弥生

文化博物館
掲載 写真 蔀屋北遺跡

馬埋葬土坑 （A940） 1

計1点

秋季特別展 「河内地寶」 図録・

パネル

30 個人 掲載 写真 蔀屋北遺跡

舷側板 （671-1） 5・（671-2） 1・（671-3） 1・

（671-5） 4 ・ （685-1） 1 ・ （685-2） 1

計13点

大阪府文化財センター 『大阪文

化財研究』 第45号

31

太子町立竹内

街道歴史資料

館

掲載 ・

貸出
写真 お亀石古墳

平瓦1

計1点

企画展 『聖徳太子没年をめぐる

古代学』

32
茨木市立文化

財資料館
掲載 写真 初田1号墳

塼出土状況1

計1点

30周年記念テーマ展 『茨木に

眠る資料－免山篤コレクション

を中心に－』

33
堺市立みはら

歴史博物館

掲載 ・

貸出
写真

岡二丁目所在

遺跡

余部遺跡

大型建物B-1全景1、 「河内鋳物師址発見」

朝日新聞見出しと掲載写真1、 「見つかった

鉄カス」 サンケイ新聞見出しと掲載写真1、

足付羽釜1、 B区鋳造遺構全景1、 平安時

代末期～鎌倉時代初頭遺構出土土器1、

鎌倉時代遺構出土土器1、 鋳型片1

鋳造土坑8 ・ 11遠景1、 鋳造土坑11全景1

計10点

特別展 『河内鋳物師の誇り－

鍋 ・ 釡づくりの名人たち－』
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34
堺市立みはら

歴史博物館

掲載 ・

貸出
写真

余部日置荘遺

跡

鍋鋳型1

計1点

特別展 『河内鋳物師の誇り－

鍋 ・ 釡づくりの名人たち－』

35
高槻市立今城

塚古代歴史館
掲載 写真 蔀屋北遺跡

北東居住域全景1、 馬埋葬土坑1、 井戸

（B131000） 1、井戸 （B131000井戸枠1） 1、

井戸 （B131000井戸枠2） 1、井戸 （E090806

検出状況） 1、 井戸 （E090806井戸枠内掘

削状況） 1

計7点

秋季特別展 『古墳時代の船と

水運』

36
四條畷市教育

委員会

撮影 ・

掲載
写真 雁屋遺跡

シャーマン線刻土器1、 鳥形木製品1

計2点
『四條畷市史　考古編』

37
道明寺まちづく

り協議会
掲載 写真 三ツ塚古墳

修羅1

計1点

パンフレット 「一度は行きたい

歴史遺産の宝庫

道明寺」

38
朝日新聞社出

版
掲載 写真

陶邑窯跡群

（KM128号窯）

須恵器1

計1点

朝日ジュニアシリーズ 『週刊　マ

ンガ日本史』 3号

39 個人 掲載 写真 安威遺跡
甑2

計2点

『大阪歴史博物館研究紀要』 第

13号

40
株式会社吉川

弘文館

掲載 ・

貸出
写真 高屋城跡

79-2区西半1、 第15調査区櫓台全景1

計2点

『近畿の名城を歩く（大阪・兵庫・

和歌山編）』

41
四條畷市教育

委員会

撮影 ・

掲載
写真 砂遺跡

土偶2

計2点
『四條畷市史　考古編』

42
東京農業大学

出版会

掲載 ・

貸出
写真 蔀屋北遺跡

馬埋葬土坑1

計1

『日本人と馬－埒を越える12の

対話－』

43
大阪府立弥生

文化博物館
掲載 写真 蔀屋北遺跡

井戸 （A494） 1

計1点

ミニギャラリー 「過去を甦らせる

遺跡イラスト画の力」 展示パネ

ル

44
大阪府立近つ

飛鳥博物館

掲載 ・

貸出
写真

鳩原遺跡

和泉寺跡

・ 府中遺跡

遺跡遠景1、 検出遺構1、 2001竪穴住居出

土縄文土器1、 2001竪穴住居出土石器1、

2040土坑1、 石刀出土状況1、 2001竪穴住

居1、 2013土坑1、 2002縄文土器出土状況

1

調査区全景兼出土状況1、 土器集合1、 淡

路型器台集合1

計12点

冬季特別展 『歴史発掘

おおさか2014』

45 松原市 掲載 写真
岡二丁目所在

遺跡

岡二丁目所在遺跡出土資料4

計4点
『広報まつばら』 1月号

46
株式会社吉川

弘文館

掲載 ・

貸出
写真

桑原西古墳群

初田1号墳

竪穴式小石室1

横穴式石室1

計2点

『藤原鎌足と阿武山古墳』

47 朝日新聞出版
掲載 ・

貸出
写真 蔀屋北遺跡

馬埋葬土坑1

計1点
『日本発掘』

48
株式会社浜島

書店
掲載 写真

三ツ塚古墳

蔀屋北遺跡

大修羅 ・ 小修羅出土状況1

馬の全身骨格出土状況1

計2点

『大阪府

地域の歴史を調べよう』

49
上寺山古墳研

究会

掲載 ・

貸出
図面 上寺山古墳

遺構実測図1式

計1式
『上寺山古墳の研究』

50
柏原市教育委

員会
掲載 写真 鳥坂寺跡

講堂須弥壇検出状況1、 鴟尾出土状況1、

軒丸瓦2、 軒平瓦1、 金堂鴟尾1、 講堂鴟

尾1、 劇画平瓦1、 文字書き瓦1、 塼仏2

計11点

『史跡鳥坂寺跡』
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51 個人 掲載 図面 西陵古墳
埴輪実測図1

計1点
『五條猫塚古墳の研究』

52
大阪歴史博物

館
撮影 写真 大坂城跡

元亀三年銘丸瓦1、 天正十二年銘平瓦1

計2点

特別展 「大坂－考古学が語る

近世都市－」 資料調査

53
河南町教育委

員会

掲載 ・

貸出
写真 芹生谷遺跡

調査区全景 （南から） 1

計1点
『芹生谷遺跡 ・ 石塚古墳群』

54
株式会社同成

社
掲載 写真

萱振1号墳

仲津山古墳

円筒埴輪1

円筒埴輪1

計2点

『古代王権の形成と埴輪生産』

55
上寺山古墳研

究会

撮影 ・

掲載
写真 上寺山古墳

須恵器杯蓋1、 鉄製品2 （鉄釘1 ・ 馬具１）、

木部片１、 粘土片１

計5点

『上寺山古墳の研究』

56
大阪歴史博物

館

撮影 ・

掲載
写真 大坂城跡

元亀三年銘丸瓦1、 天正十二年銘平瓦1

計2点

特別展 「大坂－考古学が語る

近世都市－」 ポスター ・ チラシ

57
株式会社日本

標準
掲載 写真 三ツ塚古墳

大修羅1

計1点
『社会科資料集6年』

58
有限会社高志

書院
掲載 写真 大坂城跡

天正十二年銘平瓦1

計1点
『豊臣の大坂 ・ 徳川の大坂』

59
株式会社吉川

弘文館

掲載 ・

貸出
写真 蔀屋北遺跡

馬埋葬土坑1

計1点
『古墳時代の生産と流通』

60
枚方市教育委

員会
掲載 写真 ・ 図面 百済寺跡

昭和7年度調査54 （本文写真20 ・ 図12 ・

図版写真22）、 昭和40年度調査170 （本文

写真66 ・ 図版写真24 ・ 巻頭カラー写真80）

計224点

『特別史跡　百済寺跡』

61
大阪府立弥生

文化博物館

掲載 ・

貸出
写真

池島 ・ 福万寺

遺跡

東郷遺跡

萱振遺跡

画文帯同向式神獣鏡片1

特殊器台1

土器14

計16点

春季特別展 『卑弥呼』

62
株式会社新風

書房
掲載 写真 狭山藩陣屋跡

調査区全景1、 三つ鱗文鳥衾1、 巴文軒丸

瓦1

計3点

季刊誌 『大阪春秋』 第158号
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件数 申　請　者　( 所 属） 遺　　跡 資　料　内　容 保　管　場　所 目　　的

1 個人 池島 ・ 福万寺遺跡 コウノトリ足跡 （石膏型） 文化財調査事務所 学術研究

2 個人 （交野市教育委員会） 陶邑窯跡群TK230-Ⅰ 須恵器 文化財調査事務所 学術研究

3 個人 上寺山古墳 須恵器、 土師器、 図面 文化財調査事務所 学術研究

4 柏原市教育委員会
田井中遺跡

池島 ・ 福万寺遺跡

浮線文土器、 縄文線刻土器

浮線文土器

文化財調査事務所

泉佐野収蔵庫
展示

5 葛城市歴史博物館 池島 ・ 福万寺遺跡 コウノトリ足跡 （石膏型） 文化財調査事務所 展示

6 個人
上寺山古墳

陶邑窯跡群TK230-Ⅰ

須恵器

土師器
文化財調査事務所 学術研究

7 個人 上寺山古墳 土師器、 須恵器 文化財調査事務所 学術研究

8 個人 （豊中市教育委員会） 蔀屋北遺跡 移動式竈 文化財調査事務所 学術研究

9 大阪府立近つ飛鳥博物館

蔀屋北遺跡

池上曽根遺跡

田井中遺跡

淡輪遺跡

小島東遺跡

観音寺遺跡

木の本遺跡

須恵器、 製塩土器

飯蛸壺

土錘

石錘

土錘

飯蛸壺

弥生土器、 土錘

文化財調査事務所

泉北収蔵庫

和泉池上収蔵庫

展示

10 赤穂市教育委員会 陶邑窯跡群TK13 須恵器 和泉池上収蔵庫 展示

11 個人 （大阪府立弥生文化博物館） 蔀屋北遺跡 船材 和泉池上収蔵庫 学術研究

12 高槻市立今城塚古代歴史館 蔀屋北遺跡 船材 東大阪収蔵庫 展示

13 大阪府立近つ飛鳥博物館 蔀屋北遺跡 船材 東大阪収蔵庫 展示

14 個人 （大阪府立弥生文化博物館） 蔀屋北遺跡 船材 東大阪収蔵庫 学術研究

15 個人 上寺山古墳 土器、 鉄器、 図面 文化財調査事務所 学術研究

16 高槻市立今城塚古代歴史館 蔀屋北遺跡 アカ取り、 舷側板、 竜骨 文化財調査事務所 展示

17 大阪府立近つ飛鳥博物館 大園遺跡 蛸壺 （「稲丁」） 泉北収蔵庫 展示

18 個人 上寺山古墳 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

19 徳島市立考古資料館 蔀屋北遺跡 木製鞍、 木製輪鐙、 鑣轡 文化財調査事務所 展示

20 明治大学博物館 ゴーランド寄贈壺 文化財調査事務所 展示

21 個人 上寺山古墳 土器、 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

22 個人 （大阪府立弥生文化博物館） 蔀屋北遺跡 船材 文化財調査事務所 学術研究

23 個人 （交野市） 大県遺跡 鍛冶関連資料 文化財調査事務所 学術研究

24 個人 （大阪歴史博物館）

安威遺跡

岸之本南遺跡

寺田遺跡

土器

土器、 当て具、 陶質土器

土器、 煙突

文化財調査事務所 学術研究

25 個人 上寺山古墳 土器、 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

26 高槻市立しろあと歴史館 大坂城跡 瓦、 分銅、 鍔、 笄 文化財調査事務所 展示

27 個人 国府遺跡 図面 文化財調査事務所 学術研究

28 個人 （交野市教育委員会） 上寺山古墳 土器、 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

29
公益財団法人八尾市文化財調査研

究会
大坂城跡 陶器、 金属製品、 瓦 文化財調査事務所 展示

30 個人 上寺山古墳 馬具、 釘 文化財調査事務所 学術研究

31 個人 （交野市） 大県遺跡 鍛冶関連資料 文化財調査事務所 学術研究

32 四條畷市教育委員会

蔀屋北遺跡

普賢寺遺跡

雁屋遺跡

砂遺跡

琴、 琴柱、 スリササラ、

目盛板、 卜骨、 動物遺体、

土器

密教法具

鳥形木製品、 シャーマン線

刻土器

土偶

文化財調査事務所

和泉池上収蔵庫
展示

33 個人 上寺山古墳 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

34 個人 上寺山古墳 土器、 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

35 個人 （御所市教育委員会） 大園遺跡 埴輪 和泉池上収蔵庫 学術研究

36 個人 （奈良県立橿原考古学研究所） 大園遺跡 埴輪 和泉池上収蔵庫 学術研究

37 個人 （奈良県立橿原考古学研究所） 上寺山古墳 須恵器、 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

38 太子町教育委員会 お亀石古墳 瓦 文化財調査事務所 展示

39 個人 （奈良県立橿原考古学研究所） 上寺山古墳 須恵器、 土師器、 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

40 堺市立みはら歴史博物館 岡二丁目所在遺跡 瓦器、 溶解炉片 和泉池上収蔵庫 展示

41 個人 上寺山古墳 木棺 和泉池上収蔵庫 展示

42 大阪歴史博物館 蔀屋北遺跡

U字形土製品、 移動式竈、

紡錘車、 木製鞍、 木製輪

鐙、 子持勾玉、 卜骨

文化財調査事務所 展示

43 個人 （立命館大学） 国府遺跡 巴形銅器 和泉池上収蔵庫 展示

表８　資料閲覧
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44 個人 （高槻市教育委員会）
初田1 ・ 2 ・ 3号墳

弁天山D2号墳

土師器、 須恵器、 埴輪

埴輪

文化財調査事務所

和泉池上収蔵庫
学術研究

45 個人 （奈良県立橿原考古学研究所） 大園遺跡 埴輪 和泉池上収蔵庫 学術研究

46 個人 （御所市教育委員会） 大園遺跡 埴輪 和泉池上収蔵庫 学術研究

47 個人 （大阪人間科学大学） 狭山藩陣屋跡 瓦 文化財調査事務所 学術研究

48 大阪府立近つ飛鳥博物館
和泉寺跡

鳩原遺跡

土器

土器、 石器
文化財調査事務所 展示

49 個人 （茨木市立文化財資料館） 上寺山古墳 須恵器、 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

50 個人 （大阪大学大学院） 藤の森古墳 鉄鏃 文化財調査事務所 学術研究

51 個人 （交野市） 大県遺跡 鍛冶関連資料 文化財調査事務所 学術研究

52 個人 （愛媛大学）
蔀屋北遺跡

瓜破北遺跡

船材

船材

和泉池上収蔵庫

文化財調査事務所
展示

53 個人 （堺市） 河内国分寺跡 瓦
文化財調査事務所

東大阪収蔵庫
学術研究

54 個人 （御所市教育委員会） 大園遺跡 埴輪 和泉池上収蔵庫 学術研究

55 個人 （御所市教育委員会） 大園遺跡 埴輪 和泉池上収蔵庫 学術研究

56 個人 上寺山古墳 鉄器ほか
文化財調査事務所

和泉池上収蔵庫
学術研究

57 鈴鹿市考古博物館 池島 ・ 福万寺遺跡 銅鈴 文化財調査事務所 展示

58 個人 （生駒ふるさとミュージアム） 大県遺跡 砥石 文化財調査事務所 学術研究

59 個人 （堺市博物館） 大阪府文化財分布図 文化財調査事務所 学術研究

60 個人 （韓国 ・ 伽耶文化財研究所） 蔀屋北遺跡 須恵器 文化財調査事務所 学術研究

61 個人 （交野市） 大県遺跡 鍛冶関連資料 文化財調査事務所 学術研究

62 大阪歴史博物館 大坂城跡 瓦 文化財調査事務所 展示

63 個人 （交野市教育委員会） 上寺山古墳 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

64 個人 藤の森古墳 ガラス勾玉 文化財調査事務所 学術研究

65 個人 （交野市教育委員会） 上寺山古墳 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

66 個人 （韓国 ・ 中原文化財研究所） 蔀屋北遺跡 土師器、 須恵器、 鉄器 文化財調査事務所 学術研究

67 個人 （北陸学院大学） 蔀屋北遺跡 土器 文化財調査事務所 学術研究

68 個人 （北陸学院大学） 蔀屋北遺跡 土器 文化財調査事務所 学術研究

69 個人 （北陸学院大学） 蔀屋北遺跡 土器 文化財調査事務所 学術研究

70 大阪府立弥生文化博物館

池島 ・ 福万寺遺跡

東郷遺跡

萱振遺跡

鏡

特殊器台

土器

文化財調査事務所 展示

71
個人 （和歌山県立紀伊風土記の丘

資料館）
陶邑窯跡群ON3号窯 須恵器 泉佐野収蔵庫 学術研究

72 個人 （大阪府立大学） 蔀屋北遺跡 船材 和泉池上収蔵庫 学術研究

73 個人 （北陸学院大学） 蔀屋北遺跡 土器 文化財調査事務所 学術研究

74 個人 （韓国 ・ 世宗文化財研究所） 堂山1号墳 須恵器 文化財調査事務所 学術研究



図73　文化財調査事務所平面図

構造規模／鉄骨3階

敷地面積／4,504,76㎡

延床面積／4,739.22㎡
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平成26年度文化財保護課・文化財調査事務所組織図

課長 保存管理グループ

文化財企画グループ

調査管理グループ 資料総括 主査 小浜　成 公開活用、資料管理、資料貸出
調査管理補佐 主査　　阪田育功 写真・保存処理、収蔵遺物管理等

等理管庫蔵収・設施明田横査主彰本山
副主査 藤田道子 遺物整理
専門員 藤永正明 資料管理
専門員 北川　知 積算及び竣工検査等

調査第一グループ 調査第一総括 主査 大楽康宏 発掘調査・調査・指導
調査第一補佐 主査　宮崎泰史 主査 岡田　賢 発掘調査・調査・指導

導指・査調・査調掘発子貴西井査主一淳野宮
副主査 杉本清美 発掘調査

（北部地域の調査） 専門員 岩瀬　透 発掘調査
専門員 松岡良憲 発掘調査
専門員 小林義孝 発掘調査

調査第二グループ 調査第二総括 主査 山田隆一 発掘調査・調査・指導
調査第二補佐 主査　竹原伸次 副主査 林日佐子 発掘調査

査調掘発勝寿川西査主副明高本橋
専門員 広瀬雅信 発掘調査

（南部地域の調査） 専門員 西口陽一 発掘調査
専門員 奥　和之 発掘調査

【文化財調査事務所】
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